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日
露
戦
後
期
の
日
英
合
弁
電
力
会
社
構
想

日
英
水
力
電
気

(株
)
を
め
ぐ

っ
て

橘

川

武

郎

は

じ

め

に

は
じ
め
に

発

端

日
英
折
半
出
資
案

英
国
中
心
の
出
資
案

英
国
主
導
の
大
規
模
親
会
社
設
立
案

鬼
怒
川
水
力
電
気
と
の
合
同
案

破
綻
と
事
後
処
理

お
わ
り
に

本
稿
の
課
題
は
、
日
露
戦
後
期
に
日
英
共
同
出
資
に
よ
る
大
規
模
電
力
会
社
の

設
立
を
め
ざ
し
た
日
英
水
力
電
気

(株
)
の
構
想
に
つ
い
て
、

一
九
〇
六
年
の
発

端
か
ら

一
〇
年
の
破
綻
に
い
た
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

戦
前
期
を
通
じ
て
電
力
業
は
日
本
の
経
済
発
展
を
支
え
た
重
要
な
産
業
部
門
の

ひ
と
つ
で
あ

っ
た
が
、
中
で
も
日
露
戦
後
期
と

一
九
二
〇
年
代
に
は
リ
ー
デ

ィ
ン

グ

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
機
能
し
た
①
・
日
露
戦
後
期
の
電
力
業
の
展
開
を

中
心
的
に
担

っ
た
の
は
東
京
電
灯

・
大
阪
電
灯

・
京
都
電
灯

・
神
戸
電
灯

・
名
古

屋
電
灯

・
横
浜
共
同
電
灯

・
広
島
電
灯
等

の

一
八
八
〇
～
九
〇
年
代
に
設
立
さ
れ

た
大
都
市
の
電
灯
会
社
で
あ

っ
た
が
、
同
時
に
こ
の
時
期
に
は
宇
治
川
電
気

・
鬼

怒
川
水
電

・
猪
苗
代
水
電

・
桂
川
電
力

・
上
毛
水
電

・
九
州
水
電
等
の
有
力
な
水

力
電
気
会
社
が
あ
い
つ
い
で
新
設
さ
れ
た
。

日
英
水
力
電
気
も
そ
の
よ
う
な
新
設
水
力
電
気
会
社
の
ひ
と
つ
と
し
て
設
立
が

め
ざ
さ
れ
た
が
、
同
社
の
構
想
に
は
他
社
の
場
合

に
は
見
ら
れ
な
い
次
の
よ
う
な

特
徴
が
存
在
し
た
。
①
日
本
と
英
国
の
共
同
出
資
の
形
を
と

っ
た
こ
と
、
②

「
日

英
同
盟
の
経
済
版
」
と
し
て
日
本
の
政
財
界
の
有
力
者
が
強
力
に
後
押
し
し
た
こ

と
、
③
当
時
日
本
で
最
大
の
電
力
会
社
で
あ

っ
た
東
京
電
灯
を
資
本
規
模

の
点
で

上
回
る
大
規
模
な
も
の
だ

っ
た
こ
と
、
④
高
さ
三
〇
〇
尺
⑫
の
堰
堤
の
築
造
等
技

術
的
に
も
世
界
有
数
の
内
容
を
も

っ
て
い
た
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
結
果
的
に

は
実
現
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も

っ
た
日
英
水
力

電
気
の
構
想
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
電
力
業
発
達
史
に
関
す
る
研
究
を
豊

富
化
さ
せ
る
上

で
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
本
稿

で
あ
え
て
日
英
水
力
電
気

を
取
り
上
げ
る
理
由
で
あ
る
㊨
。

、

発

端

日
英
共
同
出
資
に
よ
る
水
力
電
気
会
社
設
立
の
構
想
は
、
第

二
次
日
英
同
盟
の

成
立

(〇
五
年
八
月
)
か
ら
半
年
を
経
た
〇
六
年
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
日
本

側
の
主
要
な
発
起
人
は
、
も
と
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
で
当
時
十
五
銀
行
頭
取
で
あ

卜司



っ
た
園
田
孝
吉
を
は
じ
め
と
し
て
副
島
道
正

・
樺
山
愛
輔
ら
で
あ

っ
た
が
、
彼
ら

は
・

「
日
英
両
同
盟
国
に
於
け
る
経
済
的
連
鎖
を
固
く
④
」
す
る
点
に
こ
の
構
想

の
中
心
的
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
㊨
。
例
え
ば

『
樺
山
愛
輔
翁
』
に
は
、

第
二
次
日
英
同
盟
の
成
立
後

「両
国

の
財
界
外
交
界
に
は
、
こ
の
機
会
に
同
盟
を

経
済
的
に
も
実
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
の
気
運
が
高
ま

っ
た
。
即
ち
日
英
合
弁
の

会
社
を
組
織
し
、
日
本
の
経
済
力
開
発
に
資
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
第

一

に
選
ば
れ
た
の
は
、
我
国
の
豊
富
な
水
力
を
利
用
し
て
大
発
電
事
業
を
経
営
し
よ

う
、
と
い
う
目
論
見
で
あ

っ
た
⑧
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

構
想
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

っ
て
、

「
ホ

ワ
イ
ト
商
会
外

二
三
の
資
本
家
よ
り
成

る
α
」
英
国
側
の
発
起
人
は
、
米
国
人

の
水
利
技
師
侶

ハ
ウ
ル
ス
を
日
本
に
派
遣

し
た
。

ハ
ウ
ル
ス
は
、
東
京
か
ら

一
五
〇

マ
イ
ル

(約
二
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

圏
内
の
利
根
川

・
鬼
怒
川

・
大
井
川

・
天
竜
川
筋
の
水
力
発
電
地
点
を
比
較
調
査

し
た
結
果
、
大
井
川
筋
が
最
適
と
の
結
論
を
得
た
⑨
。
大
井
川
筋
の
開
発
地
点
と

し
て
は
、
①
上
流
の
田
代
川
、
②
安
倍
郡
井
川
村
、
③
榛
原
郡
上
川
根
村
奥
泉
、

の
三
地
点
が
候
補
地
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
①
田
代
川
水
力
電
気
事
業

(株
)
、
②

大
井
川
水
力
電
気
事
業

(株
)
、
③
静
岡
水
力
電
気
事
業

(株
)
、
の
名
義
で
水

利
権
の
獲
得
が
め
ざ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
①
に
つ
い
て
は
、
田
代
川
の
水
を
富
士

川
の
上
流
早
川
に
切
り
落
と
す
と
い
う
難
工
事
で
あ

っ
た
た
め
、

「
土
地
の
不
便
、

流
域
変
更

の
問
題
、
竣
功
期
限
の
関
係
等

に
依
り
α
」
開
発
計
画
が
凍
結
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
残
り
の
②

・
③
に
つ
い
て
は
、
〇
六
年

一
二
月

二
八
日
に
、
水

力
利
用
に
関
す
る
静
岡
県
知
事
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
α
。

二
、
日
英
折
半
出
資
案

計
画
の
具
体
化
に
と
も
な
い
日
英
双
方

の
発
起
人
は
、
〇
七
年
七
月
九
日
に

「
契
約
書
」
を
締
結
し
た
⑫
。
契
約
の
当
事
者
は
、
英
国
側
は
ホ
ワ
イ
ト
商
会
等

が
結
成
し
た
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

(
甲
)
、
日
本
側
は
園
田

(
乙
)
で
あ

っ
た
。

や
や
長
く
な
る
が
、

「契
約
書
」
の
主
要
部
分
を
引
用
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

前
文

「
…
…
甲
乙
は
東
京
大
阪
又
は
其
隣
接
地
方
に
送
電
し
得
べ
き
距
離
に
在

る
日
本
中
部
に
於
て
水
力
を
利
用
し
該
水
力
の
全
部
又
は

一
部
を
水
力
電
気
発
生

に
使
用
し
且

つ
該
電
力
を
分
配
販
売
す
べ
き
特
許
を
出
願
し
て
之
を
取
得
す
る
こ

と
を
希
望
し
而
し
て
甲
乙
は
該
目
的
の
為
め
に
左
に
記
載
す
る
方
法
を
以
て
共
同

し
て
行
動
す
べ
き
こ
と
を
協
定
し
た
る
を
以
て
茲
に
左
の
通
り
約
定
す
る
も
の
と

す
O
」

第
六
項

「本
契
約
に
従
ひ
甲
乙
に
於
て
取
得
し
た
る
各
特
許
は
甲
乙
両
者
に
於

て

平
等
な
る
割
合
を
以
て
共
有
す
る
べ
き
も
の
と
す
即
ち
其
特
許
権
の
二
分
の

一
は

甲
に
属
し
他
の
二
分

一
は
乙
に
属
す
る
も
の
と
す
而
し
て
当
事
者
の
意
思
は
右
の

特
許
を
日
本
法
律
の
下
に
設
立
す
べ
き
会
社
に
譲
渡
し
其
他
甲
乙
の
協
定
し
た
る

約
款
及
び
方
法
に
依
り
て
之
が
発
展
を
謀
る
に
在
り
q
」

第
七
項

「
甲
乙
は
日
本
の
法
律
の
下
に
株
式
会
社
を
設
立
し
其
資
本
又
は
社
債

の
二
分
の

一
を
各
自
引
受
く
る
の
権
利
を
有
す
る
も

の
と
す
而
し
て
若
し
甲
乙
の

一
方
が
右
資
本
又
は
社
債
の
全
部
又
は

一
部
を
引
受
く
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
と
き

は
甲
乙
は
其
最
良
の
処
分
方
法
に
付
き
協
議
決
定
す
る
も

の
と
す
q
」

こ
の

「
契
約
書
」
の
第
六
項
に
も
と
づ
き
水
力
電
気
会
社
の
設
立
準
備
が
進
め

ら
れ
、
〇
七
年

一
〇
月
頃
に
は

「
英
国
商
慣
習
に
依
り
、
所
謂
親
会
社
な
る
も

の

を
設
立
σ
」
す
る
と
い
う
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
親
会
社
で
あ
る
日
英

共
同

(
株
)
と
子
会
社
で
あ
る
日
英
水
力
電
気
の
二
社
を
設
立
し
O
、
両
社
の
関

係
を
第

1
表
の
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
案
で
あ

っ
た
。
具
体
的
段
取
り
と
し
て
は
、

田
代
川
水
力
電
気
事
業

・
大
井
川
水
力
電
気
事
業

・
静
岡
水
力
電
気
事
業
の
三
社

を
合
併
し
て
日
英
共
同

(株
)
を
設
立
し
、
日
英
共
同

(株
)
が
大
井
川
水
力
電

気
事
業

・
静
岡
水
力
電
気
事
業
か
ら
継
承
し
た
水
利
権
を
新
設
の
日
英
水
力
電
気

に
譲
渡
し
て
、
日
英
水
力
電
気
が
水
力
発
電
事
業
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
段
取
り
に
沿

っ
て
、
三
社
合
併
に
と
も
な
う

「会
社
名
変
更
願
」
が
〇
八
年

卜4



第1表 日英共同㈱ と日英水力電気の目論見書の対照

日 英 共 同 株 式 会 社

(1)当 会社は、水利権 ・土地 ・山林 ・鉱業権 ・其

他各種の財産を取得 ・開発 ・運用 ・販売 ・貸借

及処分 し、且つ各種の機械器具 ・其他の物件を

製造 ・取得 ・販売 ・貸借及処分 し、且つ各種の
工場を施設 し、其他右の業務又は一部分 を執行

する為め必要便宜又は利益なる一切の事項及業

務を執行するを以て目的とす。

(2)当 会社 は株 式組 織 と し、資本 総額 を100万 円

とし、之 を2万 株 に分 ち 、1株の金 額 を50円 と

す 。

(3)当 会社は日英共同事業にして、全資本の一半

は之を英国に於て他の一半は之を日本に於て募

集するものとす。

④ 当会社は其獲得したる静岡県下大井川筋に於

ける水利使用権を日英水力電気株式会社に譲渡

したるを以て、其報償 として該会社か其資本に

対し年8分 の利益配当をなし、尚剰余ある時に

其10分 の4を 該会社より受取るものとす。

日英水 力 電 気 株 式会 社

〉 収 支予 算(単 位千 円)

〈日英水 力電 気第1期 工 事竣工 後 〉

総 収入78.8総 支 出35.72

差 引利 益金43.08

うち法 定積 立 金2.154

役 員賞 与 及交 際 費2,154

配 当金38.772(年3.9%)

〈日英水 力電 気 第2期 工事 竣工 後 〉

総 収入569総 支 出112.72

差 引利 益金456,28

うち法定積 立 金22.814

役 員賞 与 及交 際 費23

配 当金380(年38%)

繰 越金30.466

① 当会社は日英共同株式会社か静岡県下大井川

筋において獲得せし水利使用権を特別契約の下
に譲 り受け、該水力を以て電気を発生せしめ、

之を東京府下に遠送 し、電力供給其他之に関聯

する事業を営むを以て目的とす。

(2)当 会 社 は株式 組織 に して資 本総 額 を1,250万

円 と し 、之 を25万 株 に分 ち、1株 の金 額 を50

円 とす 。

(3)当 会社は日英共同の事業にして、全資本の一

半は之を英国に於て他の一半は之を日本に於て

募集するものとす。

④ 当会社は第一期工事を竣りたる後直に外債500

万円を募集 し、之を以て拡張工事費に充つるも
のとす。

⑤ 当会社の設計は既往2年 に亙 り内外技術者か

精細なる踏査研究の結果之を作成せ しものにし

て、極めて完全なるものなり。

(6)当 会社の工事費及収支予算は確実を主 とし充

分の余裕を見込み立案せるものなるを以て、他

日実際の計数は工事費及収支予算の各項目共予

算に超過せ さるを信す。

⑦ …略

[〉 収 支 予算(単 位 千 円)

〈第1期 工 事竣 工 後 〉…3万 馬 力 まで販売 可能

総 収 入1,680総 支 出420

差 引 利益 金1,260

うち法定 積 立金63役 員賞 与 及 交際 費63

第1配 当金1,000(年8%)

第2配 当金55.2(年0.4%)

日英共 同 ㈱ へ 支 払 う分78.8

〈第2期 工 事竣 工 後 〉…6万 馬 力 まで 販売 可能

総 収 入3,555総 支 出1,005

差 引 利 益金2,550

うち法定 積 立金127.5役 員 賞 与 及

交 際費127.5

第1配 当金1,000(年8%)

第2配 当金726(年5.8%)

日英共 同 ㈱ へ 支 払 う分569

(出典)「 日英水力株式募集」(『 中外商業新報』1908年7月11日 付)

一娼「



六
月
八
日
に
、

「
水
利
権
譲
渡
願
」
が
〇
八
年
六
月

二
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
認
可

さ
れ
た
α
。

〇
七
年
末
か
ら
〇
八
年
前
半
に
か
け
て
、
日
英
水
力
電
気
の
事
業
計
画
は
着
々

と
進
展
し
た
。
〇
七
年

一
二
月
六
日
に
は
、

「
灌
灘
流
木
其
の
他
沿
岸
住
民
の
用

水
に
妨
害
を
な
さ
ざ
る
こ
と
O
」
、
「発
電

の
上
は
直
に
静
岡
市
内
に
低
価
を
以
て

電
力
を
供
給
す
べ
き
こ
と
q
」
等
を
条
件

と
し
て
、
内
務
省
の
認
可
書
が
交
付
さ

れ
た
・
〇
八
年
五
月
ま
で
に
は
・
東
京
鉄
道
に
対
す
る
二
万
馬
力
⑱
の
電
力
供
給

契
約
が
整

っ
た
O
。
そ
し
て
、
〇
八
年
七
月

一
〇
日
に
は
、
逓
信
省
の
会
社
設
立

許
可
が
お
り
⑳
、
東
京
市

・
荏
原
郡

(品
川
町

・
目
黒
村
)

・
豊
多
摩
郡

(内
藤

新
宿
町

・
淀
橋
町

・
中
野
町
)
に
お
け
る
五
〇
馬
力
以
上

の
電
力
供
給
権
が
認
め

ら
れ
た
¢
。

電
力
の
供
給
先
が
明
確
化
し
た
こ
と
と
並
行
し
て
、
具
体
的
な
発
電
。フ
ラ
ン
が

作
成
さ
れ
た
。
〇
八
年
春
に
来
日
し
た
米
国
人
技
師
ス
カ
イ
ラ
ー
は
、

ハ
ウ
ル
ス

と
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
同
年
五
月
に
、
大
井
川
水
力
電
気
事
業
の
有
し
て
い
た

水
利
権
を
利
用
し
て
六
万
馬
力
の
電
力
を
得
る
プ
ラ
ン
⑫
を
ま
と
め
た
・

こ
の
プ

ラ
ン
は
、
当
時
世
界
最
高

の
二
六
五
尺
⑳
を
上
回
る
高
さ
三
〇
〇
尺
の
堰
堤
を
井

川
村
接
阻
峡
に
築
造
す
る
と
い
う
、
特
筆

す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
た
。

事
業
計
画
の
具
体
化
に
と
も
な
い
、
日
本
側
の
発
起
人
は
拡
充
さ
れ
た
。

「
日

英
同
盟
の
経
済
版
」
と
い
う
点
で
日
英
水
力
電
気
構
想
に
共
感
し
た
松
方
正
義

・

井
上
馨
の
両
元
老
は
、
発
起
人
の
拡
充
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。
例
え
ば
渋
沢
栄

一
は
、
〇
八
年
六
月
五
日
に
京
浜
地
区
の
実
業
家
を
招
い
て
三
井
集
会
所
で
開
か

れ
た
会
社
設
立
協
議
会
㈱
に
松
方

●
井
上

の
勧
誘
に
よ
り
出
席
し
㈲
・
発
起
人
に

加
わ

っ
た
。
第
2
表
に
あ
る
よ
う
に
、
日
英
共
同

(
株
)

・
日
英
水
力
電
気
両
社

の
創
立
費
を
出
資
し
た
日
本
側
の
発
起
人

は
二
九
名
に
の
ぼ

っ
た
。
さ
ら
に
、
岩

崎
久
彌

・
三
井
八
郎
右
衛
門

・
鍋
島
直
大

・
松
尾
臣
善

・
高
橋
是
清

・
近
藤
廉
平

・

大
倉
喜
八
郎

・
益
田
孝

・早
川
千
吉
郎

・
添
田
寿

一
ら
も
、賛
成
人
と
し
て
名
を
連

ね
た
㈱
。
こ
う
し
て
日
英
水
力
電
気
の
設
立
構
想
は
、
財
閥
代
表
者

・
大
企
業
経

第2表 日英共同 ㈱ ・日英水力電気両社の創立費を出資

した発起人一覧(単 位:円)

出資額発 起 人出資額発 起 人

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

1,350

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

500

500

500

大田黒 重五郎

岸 敬二郎

中 村 円一郎

秋 山 源兵衛

小 林 八右衛門

△ 毛 利 五 郎

久 野 昌 一

磯 野 新 蔵

大 谷 嘉兵衛

益 田 太 郎

宮 崎 喜久太郎

殿 岡 幸次郎

小 野 金 六

海 野 孝三郎

121,250合 計

23,700

22,700

8,100

8,100

8,000

5,400

5,400

5,400

4,500

2,700

2,700

2,700

2,500

2,500

1,500

園 田 孝 吉

朝 吹 英 二

△毛 利 元 昭

△ 島 津 忠 重

副 島 道 正

△古 河 虎之助

△貝 島 太 助

△赤 星 鉄 馬

樺 山 愛 輔
△岩 倉 具 張

△渋 沢 栄 一

△ 今 村 繁 三

木 下 七 郎

石 原 直太郎

白 杉 政 愛

(出典)『 日英水力電気株式会社記録 』

㈱ △は特別関係者。

 

営
者

・
金
融
機
関
関
係
者

・
地
元
静
岡
県

の
有
力
者
ら
を
含
む

「
我
国
に
於
け
る

重
な
る
富
豪
の
賛
助
を
得
㈲
」
る
こ
と
に
な

っ
た
・

〇
八
年
六
月

一
〇
日
に
は
日
英
共
同

(株
)
・
日
英
水
力
電
気
両
社
の
定
款

・
目

論
見
書

・
趣
意
書
の
原
案
が
作
成
さ
れ
、
同
月

二
七
日
に
は
両
社
の
発
起
人
総
会
が

開
か
れ
た
㈱
・
両
総
会
は
・
創
立
委
員
を
選
出
す
る
と
と
も
に
⑳
、
株
式
募
集
の
段
取

り
を
決
定
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
先
述
し
た

「
契
約
書
」
の
第
七
項
前
段
に
も
と
づ

き
日
英
の
出
資
比
率
は

一
対

一
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
日
本
で
の
発
行
株
数
は
日

卜刊



英
共
同

(株
)
が

一
万
株
、日
英
水
力
電
気
が

マ
ニ
万
五
〇
〇
〇

株
で
あ

っ
た

(第

-
表
参
照
)
。
日
程
的
に
は
七
月
三

一
日
ま
で
に
証
拠
金

(両
社
と
も

一
株
に
つ

き
二
円
五
〇
銭
)
、
八
月
二
〇
日
ま
で
に
第

一
回
払
込
金

(
日
英
共
同
は

一
株
に

つ
き
二
五
円
、
日
英
水
力
電
気
は

一
株

に
つ
き

一
二
円
五
〇
銭
)
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な

っ
た
が
、
日
英
共
同

(株
)
の
株
式
は
直
接
募
集
せ
ず
、
日
英
水
力
電
気

の
株
式

一
〇
〇
株
に
対
し
て
日
英
共
同

(株
)
の
株
式
八
株
を
交
付
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。

し
か
し
、
日
英
水
力
電
気
の
株
式
募
集
に
関
す
る
〇
八
年
六
月
二
七
日
の
発
起

人
総
会

の
決
定
は
、
事
態
を
あ
ま
り
に
楽
観
視
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
当
時
の
日

本
で
は
、
〇
七
年
の
世
界
恐
慌
を
契
機
と
し
て
日
露
戦
後
恐
慌
が
勃
発
し
、
激
し

い
金
融
逼
迫
が
生
じ
て
い
た
。
日
英
水
力
電
気
の
株
式
の
証
拠
金
が
徴
収
さ
れ
た

〇
八
年
七
月
に
は
、
市
中
金
利
は
、
ピ
ー
ク

(〇
八
年
五
月
)
を
越
え
た
も
の
の
、

引
き
続
き
高
水
準
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
英
水
力
電
気
の
日
本
で
の
発

行
株
式

一
二
万
五
〇
〇
〇
株
に
対
し
て
証
拠
金
の
締
切
日
ま
で
に
七
万
〇
三
〇
七

株
㈹

(う
ち
発
起
人

・
賛
成
人
引
受
が
四
万
株
㈹
)
の
応
募
が
あ

っ
た
に
過
ぎ
ず
・

五
万
四
六
九
三
株

の
未
定
株
式
が
生
じ
て
第

一
回
払
込
は
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　英
国
で
の
株
式
募
集
も
、当
初
は
日
本

の
そ
れ
と
同
じ
時
期
に
予
定
さ
れ
て
い
た

が
G
、
結
局

は
行
わ
れ

な
か

っ
た

。
た
だ
し
、
英
国
の
場
合
に
は
〇
八
年
七

・

八
月
に
は
金
融
緩
慢
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
株
式
募
集
が
中
止
さ
れ
た
事
情

は
日
本
の
場
合
と
は
異
な

っ
て
い
た
。

〇
八
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
渡
英
し
た
、
日
本
側
発
起
人
の
法
律
顧
問
岸

清

一
の
帰
国
後
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
英
国
側
発
起
人
の
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、

会
社
設
立
と
株
式
募
集
に
関
す
る
日
本

の
法
律
に
つ
い
て
全
く
と
言

っ
て
い
い
ほ

ど
無
知
で
あ

っ
た
。
日
英
共
同

(株
)

・
日
英
水
力
電
気
両
社
は
と
も
に
日
本
で

設
立
さ
れ
る
会
社
で
あ
る
か
ら
、
会
社

設

立

の
登

記
を
行
う
た
め
に
は
、
日
本

の
商
法
に
も
と
づ
き
、
事
前
に
株
式
を
引
受
済
み
と
し
そ
の
四
分
の

一
以
上
を
払

込
済

み
と
し
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
ま

ず
発
起
人
が

一
〇
分
の

一
程
度

の
株
式
を
引
き
受
け
、
重
役
を
選
任
し
登
録
税
等

の
関
連
諸
税
を
納
入
し
た
上
で
会
社
設

立

の
登

記
を
行

う
、
英
国
流
の
方
式
が

日
本
で
も
通
用
す
る
も
の
と
固
く
信
じ
こ
ん
で
い
た
。
こ
の
点
で
の
誤
解
は
渡
英

し
た
岸
の
説
明
で
解
消
し
た
が
、
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
英
国
流
の
方
式
に
則
し

た
準
備
を
進
め
て
い
た
た
め
、
〇
八
年
七

・
八
月
に
英

国

で
株

式
募
集
を

行
う

こ
と
は
不
可
能
に
な

っ
た

(岸
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
は
六
月

二
五
日
)
㈹
。

こ
の
よ
う
に
株
式
募
集
が
中
止
さ
れ
た
直
接
的
な
事
情
は
、
日
本
と
英
国
と
で

は
異
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
株
式
募
集
を
制
約
し
た
両
国
に
共
通
す

る
要
因
も
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
高
さ
三
〇
〇
尺
の
堰
堤
築
造
に
対
す
る
両
国
技

術
者
の
反
対
で
あ

っ
た
。

日
本
で
は
、
〇
八
年
五
月
に
日
英
水
力
電
気
の
発
電
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
る
と
、

堰
堤
崩
壊
に
よ
る
被
害
を
危
惧
し
た
大
井
川
下
流
沿
岸
の
住
民
が
反
対
運
動
を
起

こ
し
た
。
意
見
を
問
わ
れ
た
当
時

の
土
木
工
学
の
最
高
権
威
者
古
市
公
威

・
中
山

秀
三
郎
の
両
博
士
は
、
同
年
八
月
に
「
大
井
川
水
力
電
気
の
計
画
に
関
す
る
意
見

を
連
名
で
公
表
し
、
そ
の
中
で

「
堰
堤
の
高
さ
を
直
立
三
百
尺
と
し
た
る
は
断
じ

て
同
意
す
る
こ
と
能
は
ず
㈲
」
と
の
判
断
を
下
し
た
。
こ
の
た
め
内
務
省
は
、
同

年

一
二
月
に
い
た

っ
て
も
、
日
英
水
力
電
気
の
堰
堤
築
造
計
画
に
対
し
て
許
可
を

与
え
な
か

っ
た
㈹
。
ま
た
、
英
国
で
も
、

「
英
国
側
資
本
家
も
同
国
権
威
者
の
意

見
を
求
め
た
る
に
、
婉
曲
な
る
辞
を
以
て
比
堰
堤
工
法
に
賛
意
を
表
せ
ず
鋤
」
と

い
う
状
況
で
あ

っ
た
。

株
式
募
集
の
失
敗
と
堰
堤
築
造
に
対
す
る
技
術
者
の
反
対
に
よ
り
、
日
英
共
同

(株
)

・
日
英
水
力
電
気
両
社
の
設
立
計
画
を
遂
行
す
る
こ
と
は
困
難
に
な

っ
た
。

〇
九
年

一
月
に
は
、
つ
い
に

『
東
洋
経
済
新
報
』
が
計
画
中
止
を
報
道
す
る
に
い

た

っ
た
㈱
。
日
本
側
発
起
人
は
、
い
っ
た
ん
こ
の
報
道
を
否
定
し
た
が
鋤
、
同
年

二
月

二
三
日
に
政
財
界
の
協
力
者
を
交
え
た
会
合
を
開
い
た
結
果
、

「事
業
を
中

止
す
る
の
止
む
な
し
㈹
」
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
日
本
側
発
起
人
の
計
画
中
止

一50一



決
定
は
、
翌
二
四
日
に
英
国
側
発
起
人

へ
向
け
て
打
電
さ
れ
た
。

三
、
英
国
中
心
の
出
資
案

日
本
側
発
起
人
か
ら
計
画
中
止
決
定

の
通
知
を
受
け
た
英
国
側
発
起
人
の
神
戸

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
即
座
に
中
止
決
定

の
撤
回
を
求
め
る
返
電
を
打

っ
た
。
そ
の

中
で
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
日
英
共
同

(株
)

・
日
英
水
力
電
気
両
社
の
設
立

計
画
を
あ
く
ま
で
遂
行
す
る
立
場
か
ら
、
①
興
銀
お
よ
び
在

ロ
ン
ド
ン
の
三
銀
行

(
パ
ー
ス
銀
行

・
香
港
上
海
銀
行

・
横
浜
正
金
銀
行

ロ
ン
ド
ン
支
店
)
の
協
力
を

得
て
英
国
で
日
英
水
力
電
気
の
株
式
を

一
〇
〇
万
ポ
ン
ド

(
一
〇
〇
〇
万
円
弱
)

募
集
す
る
こ
と
、
②
堰
堤
の
設
計
を
根
本
的
に
改
め
そ
の
高
さ
を
四
〇
尺
と
す
る

こ
と
、
の
2
点
を
主
要
な
内
容

と
す

る
新
提
案

を
行

っ
た
侮
。
こ
の
う
ち
①
は
、

従
来
の
日
英
折
半
出
資
案
に
代
わ

っ
て
、
先
述
し
た

「
契
約
書
」
の
第
七
項
後
段

に
も
と
づ
き
、
日
英
水
力
電
気
の
全
株
式

の
約
五
分
の
四
を
英
国
で
発
行
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
②
は
、
堰
堤
築
造
に
対
す
る
両
国
技
術
者
の
反
対

を
取
り
除
く
た
め
に
、

「
堰
堤
の
高
を
低
く
四
十
尺
と
し
之
に
て
安
全
な
る
こ
と

確
実
な
る
に
於

て
は
之
に
増
築
を
施
す
幽
」
方
式
を
採
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
新
提
案
を
受
け

て
、
〇
九
年
三
月

一
日
に
日
英
水
力
電

気
の
発
起
人
総
会
が
開
か
れ
た
㈲
。
席
上

日
本
側
発
起
人
は
、

「
形
勢
に
非
常
の

変
化
あ
り
た
る
㈹
」
と
の
認
識
に
立

っ
て
計
画
中
止
決
定
を
取
り
消
し
、
新
提
案

に
沿

っ
て
会
社
設
立
を
め
ざ
す
こ
と
を
確

認
し
た
。
も
と
も
と
同
年

二
月
二
三
日

の
中
止
決
定
は
、

「
今
日
我
財
界
の
不
振

は
引
受
け
の
残
株
を
募
集
す
る
こ
と
到

底
不
可
能
に
属
す
る
㈲
」
と
の
判
断
に
も

と
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
、
日
本
で
の
株
式
募
集
規
模
を
大
幅
に
縮
小
す
る
新
提
案
が
示
さ
れ
た
以

上
、
中
止
決
定
が
撤
回
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
当
然
の
成
行
き
で
あ

っ
た
。

三
月

一
日
の
発
起
人
総
会
で
は
、

「
日
英
共
同
事
業

に
関
す
る
水
力
電
気
株
式
会

社
の
資
本
金
は
日
英
両
国
双
方
均

一
に
分
担
す
る
の
計
画
を
改
め
必
ず
し
も
之
に

依
ら
ず
し
て
日
本
興
業
銀
行
及
倫
敦
銀
行
並
に
仲
買
人
と
の
協
同
を
得
る
に
於

て

は
日
本
側
に
於
て
引
受
け
た
る
残
額
を
英
国
側
に
於

て
募
集
充
当
し
会
社
の
成
立

を
図
る
も
の
と
す
㈹
」
と
の
決
議
案
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
日
英
水
力
電
気

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
日
英
折
半
出
資
案
に
代
わ

っ
て
、
英
国
中
心
の
出
資
案
に

も
と
つ
い
て
会
社
設
立
が
め
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

(決
議
の
文
面
で
は
、
日

本
で
の
引
受
残
株
を
英
国
で
発
行
す
る
と
い
う
、
婉
曲
的
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い

る
)
。

神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
新
提
案
の
中
で
在

ロ
ン
ド
ン
三
銀
行
の
協
力
を
求
め
る

方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
政
府
関
係
者
に
歓
迎
さ
れ
た
。
第
3
表
に

あ
る
よ
う
に
、
パ
ー
ス
銀
行

・
香
港
上
海
銀
行

・
横
浜
正
金
銀
行

ロ
ン
ド
ン
支
店

の
三
銀
行
は
、
い
ず
れ
も

一
八
九
九
年
の
第

一
回
四
分
利
英
貨
公
債
以
来
日
本
の

英
貨
外
債
発
行
に
深
く
関
与
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
従
来
は
、
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー

ト
と
三
銀
行
と
の
関
係
は
緊
密
と
は
言
え
ず
、
政
府
関
係
者
の
間
で
は
こ
の
点
を

懸
念
す
る
声
が
強
か
っ
た
q
。
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
新
提
案
は
、
こ
の
よ
う
な

懸
念
を
取
り
除
く
役
割
を
は
た
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
英
共
同

(株
)

・
日
英
水

力
電
気
両
社
の
設
立
計
画
に
対
す
る
政
府
関
係
者
の
支
援
は
、
従
来
よ
り
強
化
さ

れ
た
。

一
九
〇
九
年
三
月

一
四
日
に
は
桂
太
郎
邸
で
、
政
界
有
力
者
と
日
本
側
発
起
人

賛
成
人
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
の
協
議
会
が
開
か
れ
た
㈹
。
出
席
者
は
、
首
相
兼
蔵

相
の
桂
、
元
老
の
松
方
正
義

・
井
上
馨
、
外
相
の
小
村
寿
太
郎
、
大
蔵
次
官
の
若

槻
礼
次
郎
、
日
銀
副
総
裁
兼
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
の
高
橋
是
清
、
発
起
人
の
園
田

孝
吉

・
朝
吹
英
二

・
副
島
道
正

・
樺
山
愛
輔
、
賛
成
人
の
近
藤
廉
平

・
益
田
孝
の

一
二
名
で
あ

っ
た
。
協
議
会
で
は
冒
頭
、
議
長
役
を
つ
と
め
た
井
上
が
、

「
日
英

同
盟
の
経
済
版
」
と
し
て
の
日
英
水
力
電
気
の
重
要
性
を
強
調
し
、
出
席
者
に
「願

く
は
諸
君
の
尽
力
に
よ
り
敷
に
経
済
上
同
盟
の
端
緒
を
開
く
こ
と
を
切
望
す
9
」

と
呼
び
か
け
た
。
次
い
で
小
村

・
若
槻
が

「
協
同
事
業
は
至
極
結
構
6◎
」
と
の
立

レ而



第3表 金本位制実施以後第1次 大戦以前の日本の英貨外債とパース銀行 ・香港上海銀行 ・横浜正金

銀行ロンドン支店の関与

種別

国

債

地

方

債

社

債

発行年

1899

1904

04

05

05

05

07

10

13

13

14

15

15

1906

07

09

09

09

09

12

12

06

06

07

08

08

08

11

外 債 名 称

第1回4分 利英貨公債

第1回6分 利 〃

第2回6分 利 〃

第1回4分 半利 〃

第2回4分 半利 〃

第2回4分 利 〃

5分 利 〃

第3回4分 利 〃

第1回 英貨鉄道証券

英 貨鉄 道 債券

第2回 英貨鉄道証券

第3回 〃(甲)

第3回 〃(乙)

東京市5分 利事業公債

横浜市5分 利 〃

横浜市6分 利ガス 〃

大阪市電気軌道及水道 〃

名古屋市5分 利英貨公債

横浜市第2回 水道公債

東京市5分 利電気事業公債

横浜市第2回 ガス 〃

北海道炭砿鉄道英貨社債

関西鉄道 〃

第1回 南満州鉄道社債

第2回 〃

第13回 日本興業銀行債券

第3回 南満州鉄道社債

第4回 〃

3銀 行の関与

募 集 取 扱 銀 行
〃

〃

〃

〃

引 受 会 社
〃

〃

私 募 の 後 援
〃

〃

〃

〃

募 集 取 扱 銀 行

関 与 せ ず

引 受 会 社*

募 集 取 扱 銀 行

関 与 せ ず

募 集 取 扱 銀 行
〃

関 与 せ ず

関 与 せ ず
〃

募 集 取 扱 銀 行

〃

〃

〃

〃

引受会社(引)、 仲介者(仲)、
主周旋人(周)

(引)パ ンミユ ア ・ゴル ドン商 会

(引)〃

(引)〃

(引)〃

(引)〃

(引)3銀 行 とロンドン・ロスチャイル

(引)〃 ド商 会

(引)3銀 行

(周)パ ンミユア・ゴル ドン商 会

(周)〃

(周)〃

(周)〃

(周)〃

(引)日 本興 業銀 行

(引)サ ミユール ・サ ミユ ール 商 会

(引)香 港上海 銀 行

(引)日 本興 業銀 行

(引)セ ール ・フレザ ー商 会

(引)日 本興 業銀 行

(引)〃

(引)セ ール ・ブレザ ー商 会

(引)チ ャータード銀 行

(引)M・ サ ミユール商 会

(引)日 本興 業銀 行

(引)パ ン ミユア・ゴル ドン商 会

(仲)〃

(引)日 本興 業銀 行

(引)〃

(出 典)日 本 興 業銀 行外 事 部 『日本外 債 小史 」(1948年)、 日本 銀行 外 債局 『外 債 関係 資料 集 第4集 』

(1962年)

駐)1.引 受会 社 は英 国 での 発 行分 の み を掲 載 。

2.*は 、 パ ー ス銀行 ・横浜 正金 銀 行 ロン ドン支店 は関与 せ ず 。

3.パ ン ミユ ア ・ゴル ドン商 会 は、 興銀 の ロン ドンでの代 理 店 。

卜絡



場
か
ら
発
言
し
、
最
後
に
桂
が

「
今
日
以
後
は

一
層
熱
誠
を
以

っ
て
本
事
業
の
援

助
を
与
う
べ
し
¢
」
と
締
め
く
く

っ
た
。
会
社
設
立
に
対
す
る
政
界
有
力
者
の
後

押
し
は
、
こ
の
協
議
会
で
ピ
!
ク
に
達
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

協
議
会
は
、
日
英
水
力
電
気
設
立
の
具

体
的
段
取
り
に
つ
い
て
、

一
〇
項
目
に

わ
た
る
決
議
案
を
採
択
し
た
。
決
議
の
要
点
は
、
英
国
で
の
株
式
発
行
に
関
し
て

は
、
興
銀
と
在

ロ
ン
ド
ン
三
銀
行
が
共
同

で
責
任
を
も

つ
こ
と

(
第

一
項
)
。
設

計
変
更
に
と
も
な
い
内
外
技
術
者
の
調
査
を
再
び
行
な
い
、
再
調
査
完
了
ま
で
会

社
設
立
を
延
期
す
る
こ
と

(第
二
項
)
。

日
英
折
半
出
資
が
望
ま
し
い
が
、
た
だ

し
、
日
英
の
ど
ち
ら
か
で
引
受
残
株
が
生

じ
た
時
は
善
後
策
を
講
ず
る
こ
と

(第

⇒

三
項
)
。
会
社
設
立
の
交
渉
の
た
め
園
田
創
立
委
員
長
㊨
が
渡
英
し
、
そ
の
間
渋

沢
栄

一
が
委
員
長
代
理
を

つ
と
め
る
こ
と

(第
五
項
)
。
会
社
設
立
の
手
続
は
日

本
の
法
律
に
も
と
つ
い
て
行
な
う
こ
と

(第
六
項
)
。
英
国
で
の
株
式
払
込
金
は

横
浜
正
金
銀
行
経
由
で
送
金
す
る
こ
と

(第
九
項
)
。
な
ど
の
諸
点
で
あ

っ
た
㈱
。

こ
の
決
議
は
、
〇
九
年
二
月
の
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
新
提
案
に
基
本
的
に
は
合

致
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
協
議
会
の
席
上
井
上
が
日
英
折
半
出
資

を
強
く
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
上
英
国
中
心
の
出
資
に
道
を
開
く
決

議
第
三
項
の
但
書
き
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と

か
ら
も
、
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
、
協
議
会
の
決
議
が
日
英
水

力
電
気
の
英
国
で
の
株
式
発
行
に
関
し
て
、
興
銀
が
単
独
で
発
行
銀
行
と
な
り
在

ロ
ン
ド
ン
三
銀
行
が
募
集
業
務
を
代
行
す

る
方
式
を
排
除
し
、
興
銀
と
在

ロ
ン
ド

ン
三
銀
行
が
共
同
で
発
行
銀
行
と
な
る
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る

(第

一項
)。

こ
の
点
は
、
協
議
会
の
結
論
を
英
国
に
知
ら
せ
る
電
文
の
中

で
も
、

「
興
業
銀
行

は
発
行
銀
行
た
る
こ
と
を
拒
絶
せ
り
。
然
れ
ど
も
パ
ー
ス
銀
行
香
上
銀
行
及
正
金

銀
行
と
共

に
同

一
の
条
件
の
下
に
発
行
者

た
る
こ
と
は
妨
な
し
侮
」
と
い
う
形
で

明
記
さ
れ
た
。
興
銀
は
、
当
時
ま
だ
十
分

に
社
会
的
信
用
を
勝
ち
得
て
い
な
か

っ

た
水
力
発
電
事
業
侮
に
つ
い
て
、
単
独
で
英
国
の
株
主
に
対
す
る
徳
義
上
の
責
任

を
負
う
こ
と
は
危
険
だ
と
考
え
て
い
た
価
。
協
議
会
の
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
興

銀
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

園
田
は
、
協
議
会
の
決
議
の
第
五
項
に
も
と
づ
き
、
〇
九
年
三
月
に
英
国
に
向

け
出
発
し
た
。
園
田
が

ロ
ン
ド
ン
で
パ
ー
ス
銀
行
の
代
表

(
シ
ャ
ン
ド
お
よ
び
ウ

の

オ
ー
レ
i
)
と
会
見
し
た
の
は
、
同
年
五
月

一
〇
日
で
あ

っ
た
6
。
こ
の
時
点
ま

で
日
本
側
関
係
者
の
間
で
は
、
興
銀
と
在

ロ
ン
ド
ン
三
銀
行
が
共
同
で
発
行
銀
行

と
な
る
方
式
が
実
現
す
る
だ
ろ
う
と
の
楽
観
的
見
方
が
支
配
的
で
あ

っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
会
見
の
席
上
パ
ー
ス
銀
行
の
代
表
は
、
い
か
な
る
形
態
で
あ
れ
在

ロ
ン
ド

ン
三
銀
行
が
発
行
銀
行
と
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
園
田
に
返
答
し
た
。
そ
の

理
由
は
、
日
英
水
力
電
気
の
よ
う
な

「
新
事
業
の
為
に
発
行
銀
行
と
な
る
は
前
例

な
き
㈲
」
と
い
う
点
に
あ

っ
た
・

興
銀
が
単
独
で
発
行
銀
行
と
な
る
こ
と
を
拒
否
し
、
在

ロ
ン
ド
ン
三
銀
行
が
発

行
銀
行
に
加
わ
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
た
め
、
英
国
で
日
英
水
力

電
気

の
株

式
を

一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
募
集
す
る
構
想
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
〇
九
年
二
月
の
神
戸

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
新
提
案
に
端
を
発
し
た
、
英
国
中
心
の
出
資
案
に
よ
る
日
英
水

力
電
気
の
設
立
計
画
は
、
こ
の
よ
う
に
あ

っ
け
な
く
破
綻
し
た
。
パ
ー
ス
銀
行
代

表
の
拒
絶
回
答
は
、
同
年
五
月

=
二
日
付
の
電
報
で
、
園
田
か
ら
日
本
に
い
る
渋

沢
創
立
委
員
長
代
理
に
伝
え
ら
れ
た
。
英
国
中
心
の
出
資
案
が
破
綻
し
て
以
降
渋

沢
は
、
従
来
の
よ
う
に
積
極
的
に
日
英
水
力
電
気

の
設
立
計
画
に
関
与
す
る
こ
と

は
な
く
な

っ
た
。
渋
沢
は
、
園
田
が
英
国
を
離
れ
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
こ
と
を匂

確
認
し
た
上
で
、
同
年
六
月
六
日
に
日
英
水
力
電
気
の
創
立
委
員
を
辞
任
し
た
㊨
。

四
、
英
国
主
導
の
大
規
模
親
会
社
設
立
案

ロ
ン
ド
ン
の
事
情
に
詳
し
い
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
日
本
側
関
係
者
と
は
異

な
り
、
〇
九
年
五
月

一
〇
日
の
パ
ー
ス
銀
行
代
表
の
拒
絶
回
答
を
あ
る
程
度
予
測

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
園
田
の
訪
英
に
際
し
て
、
英
国

中
心
の
出
資
案
に
よ
る
日
英
水
力
電
気
の
設
立
計
画
が
破
綻
し
た
場
合
の
代
案
を
、

一一



事

前

に
用

意

し

て

い

た

。

こ

の
第

二

の
新

提

案

は

、

同

年

五

月

一
二

日

と

二

一
日

の

二
度

に

わ

た

っ
て
神

戸

シ

ン

ジ
ケ

ー
ト

か
ら

ロ

ン
ド

ン
滞

在

中

の
園

田

に

示

さ

れ

た

ゆ

。

そ

の
主

要

な

内

容

は

、

①

日

英

共

同

(
株

)

の

設

立

を

取

り

や

め

、

か

わ

り

に

英

国

な

い
し

カ

ナ

ダ

で
親

会

社

を

設

立

す

る

こ

と

。

②

親

会

社

の
資

本
規

模

は

、

当

時

日

本

で
最

大

の
電

力
会

社

で
あ

っ
た
東

京

電

灯

の
そ

れ

(
公

称

資

本

金

二

四

〇

〇

万

円

、

払

込

資

本

金

一
七

二
六

万

円

)

を
上

回

る

、

大

規

模

な

も

の

と
す

る

こ

と

。

③

日

本

で
設

立

す

る

子

会

社

の

日
英

水

力
電

気

は

、

親

会

社

と

同

一
の
資

本
規

模

と

し

、

親

会

社

の

全
額

出

資

と

す

る

こ

と

。
④

親

会

社

は
英

国

な

い

し

カ

ナ

ダ

で

資

本

額

と

同

額

の
社

債

を

発

行

し

⑯

、

そ

の
手

取

金

を

日
英

水

力

電

気

の

工
事

資

金

に

充

当

す

る

こ
と

。

⑤

親

会

社

の
社

債

に

つ
い

て
は

、

ロ
ン

ド

ン

の

ブ

ロ
ー

カ

ー

の

ス

パ

ー

リ

ン
グ
商

会

を
中

心

と

す

る
新

シ

ン

ジ
ケ

ー

ト

が

発

行

引

受

す

る

こ
と

。

⑥

日
本

側

発

起

人

・
神

戸

シ

ン

ジ
ケ

ー

ト

・
新

シ

ン

ジ
ケ

ー

ト

は

、
報

酬

と

し

て

一
定

額

の
親

会

社

の

払

込

済

み

の
株

式

を

受

け

取

る

こ
と

。

な

ど

で

あ

っ
た

。

一
二
日

の
提

案

と

二

一
日

の
提
案

は

大

筋

で

は

一
致

し

て

い
た

が

、
親

会

社

の
設

立

地

(
社

債

の

発

行

地

)

・
親

会

社

の
資

本

額

(
子

会

社

の
資

本
額

・
社

債

の
発

行

額

)

・
新

シ

ン

ジ
ケ

ー

ト

名

等

の
点

で
若

干
食

い
違

っ
て

い

た

。
具

体

的

に

は

、

そ
れ

ぞ

れ

の
点

に

つ
い

て
、

=

一
日

の

提

案

が

カ

ナ

ダ

・

二

五

〇

〇

万

ド

ル

(
五

〇

〇

〇

万

円

強

)

・
イ

ー

ス
タ

ン

シ

ン

ジ

ケ

ー

ト

と

し

た

の

に
対

し

て

、

↓
=

日

の
提

案

は
英

国

・
三

〇

〇

万

ポ

ン

ド

(
三
〇

〇
〇

万

円

弱

)
・

ユ
ニ
オ

ン

シ

ン

ジ
ケ

ー

ト

と

し

て

い
た

。

園

田

は

、

五
月

一
二

日

に

資

本

金

二

五
〇

〇
万

ド

ル

の
親

会

社

を

カ

ナ

ダ

で
設

立

す

る

と

い
う

案

を

示

さ

れ

た

時

に

は
、

「
実

二
此

案

ノ
突

飛

ニ
シ

テ
無

責

任

ナ

の

ル

ニ

ハ

一
驚

ヲ
喫

セ

サ

ル

ヲ
得

ス
㊧

」

と

の
感

想

を

も

っ
た

。

そ

し

て
、

翌

=

二

(
マ
マ
)

日
付

の

渋

沢

あ

て

の
電

報

の
中

で
も

、

「
神

戸

「
シ

ン

ヂ

ゲ

ー

ト

」

ヨ

リ
新

案

提

出

ア

リ

タ

ル

モ
承

諾

出

来

難

シ

㈲
日」

と

述

べ
た

。

し

か

し

、

そ

の

後

、

①

一
=

日

に
、

資

本

金

三

〇

〇

万

ポ

ン

ド

の
親

会

社

を

英

国

で
設

立

す

る

と

い
う

よ

う

に
提

案

内

容

が

修

正

さ

れ

た

こ

と
。

②

調

査

の

結

果

、

ス

パ

ー

リ

ン
グ
商

会

が

ロ
ン

ド

ン
で
も
有
力
な
ブ

ロ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
メ
キ
シ
コ
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
同
様
の
方
式
に

よ
り
水
力
電
気
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
伽
。
な
ど
に
よ

っ
て
第
二
の
新
提
案
に
対
す
る
園
田
の
考
え
方
は
変
化
し
た
。
そ
の
結
果
園
田
は
、

ロ
ン
ド
ン
出
発
の
直
前
の
五
月
二
五
日
に
副
島
あ
て
に
打

っ
た
電
報
の
中
で
は
、

「
提
案

ハ
唯

一
ノ
実
行
方
法
ナ
リ
ト
考
フ
鶴
」
と
述

べ
る
に
い
た

っ
た
。

園
田
が
帰
国
し
た
直
後
の
〇
九
年
七
月
七
日
、
再
び
桂
邸
で
、
政
界
有
力
者
と

日
本
側
発
起
人

・
賛
成
人
と
の
協
議
会
が
開
か
れ
た
飾
。
出
席
者
は
・
同
年
三
月

の
協
議
会
に
出
席
し
た

一
一
名

(
近
藤
は
欠
席
)
に
加
え
て
、
逓
相
の
後
藤
新
平
、

渋
沢
、
岸

(
清

一
)
の

一
四
名
で
あ

っ
た
。
協
議
会
で
は
ま
ず
園
田
が
英
国
で
の

交
渉
経
過
を
報
告
し
、
三
月
の
協
議
会
の
決
議
が
実
現
に
い
た
ら
な
か

っ
た
事
情

や
、
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
示
し
た
第
二
の
新
提
案
の
内
容
な
ど
を
説
明
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ

た
討
論

で
は
、
日
英
水
力
電
気
の
設
立
自
体
に
つ
い
て
は
賛
成

意
見
が
多
数
を
占
め
た
が
、
そ
の
具
体
的
段
取
り
と
し
て
大
規
模
な
親
会
社
を
英

国
で
設
立
す
る
と
い
う
案
に

つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
相
拮
抗
し
た
。
こ
の
案
に
対

し
て
、
政
界
有
力
者
の
中
で
松
方

・
井
上

・
小
村
は
賛
成
し
た
が
、
高
橋

・
若
槻

は
反
対
し
た
。
桂

・
後
藤
は
両
者
の
中
間
的
な
立
場
を
と
り
、
当
面
は
調
査
研
究

が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
例
え
ば
桂
は
、

「我
国
が
此
種
の
会
社
組
織
法
則

ち
英
国
人
が
其
植
民
地
又
は
南
米
等
に
於
て
実
行
し
つ
㌧
あ
る
方
法
を
我
国
に
適

用
す
る
事
を
許
す
や
否
や
…
…

(中
略
)
…
…
は
柳
研
究
問
題
に
属
せ
り
御
」
と

述

べ
、
そ
の
上

で

「
此
方
法
に
し
て
有
益
に
し
て
害
な
き
事
明
か
な
る
と
き
は
政

府
者
は
寧
ろ
法
律
を
改
正
し
て
迄
も
便
宜
を
与
う
べ
し
圃
」
と
発
言
し
た
。
結
局

協
議
会
は
、

「
此
際
は
猶
慎
重
を
要
す
る
の
時
機
な
り
㈹
」
と
い
う
桂
の
意
見
に

も
と
づ
き
、
第

二
の
新
提
案
に
対
す
る
態
度
を
保
留
し
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
の

⑦

代
表
を
日
本
に
招
請
す
る
こ
と
だ
け
を
決
定
し
た
σ
。
日
英
水
力
電
気
の
設
立
に

対
す
る
政
界
有
力
者
の
後
押
し
は
、
こ
の
協
議
会
で
も
引
き
続
き
存
在
し
た
が
、

具
体
的
段
取
り
に
ま
で
立
ち
入
る
決
定
が
な
さ
れ
た
三
月

の
協
議
会
の
場
合
に
比

べ
れ
ば
後
退
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「一



会
社
設
立
計
画
の
大
幅
な
変
更
に
と
も
な
い
、

一
連
の
対
策
を
講
ず
る
た
め
、

〇
九
年
七
月

一
七
日
に
日
英
共
同

(
株
)

・
日
英
水
力
電
気
両
社
合
同
の
創
立
委

員
会
が
開
か
れ
た
⑦
。
こ
の
委
員
会
は
、
①
株
式
の
募
集
方
法
の
変
更
が
予
想
さ

れ
る
の
で

(
日
英
水
力
電
気
が
親
会
社
の
全
額
出
資
で
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
日
本
で
の
株

式
募
集

は
行

わ
れ
な

い
こ
と
に
な
る
)
、
〇
八
年
七
月
に
徴

収
し
た
株
式
証
拠
金
は
、
利
子
を
付
し
て
応
募
者
に
返
還
す
る
こ
と
。
②
〇
八
年

六
月
に
選
出
さ
れ
た
日
英
共
同

(株
)

・
日
英
水
力
電
気
両
社
の
創
立
委
員
は
、

総
辞
職
す
る
こ
と
。
③
新
た
に
交
渉
委
員
を
選
出
し
、
来
日
す
る
ス
パ
ー
リ
ン
グ

商
会
代
表
と
の
交
渉
に
備
え
る
こ
と
。
な
ど
を
決
定
し
た
。
な
お
、
交
渉
委
員
に

は
、
園
田

.
副
島

・
樺
山

・
朝
吹

・
近
藤

・
中
村

・
田
中
常
徳

・
岸

(清

一
)
の

八
名
が
選
出
さ
れ
た
⑤
。

ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
の
ス
ト
レ
ー

シ
ー
と
同
行
技
師
の
ミ
チ
ェ
ル
は
、〇
九

年
七
月
の
協
議
会

の
決
定
に
よ
る
招
請
を
受
け
て
、
同
年
八
月
二
三
日
に
来
日
し

た
。
第
4
表
は
、
同
年
八
月
か
ら

=

月

に
か
け
て
の
日
本
側
交
渉
委
員
と
ス
パ

ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
と
の
交
渉
の
経
過
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
事
前
の
園
田

の
楽
観
的
な
見
通
し
σ
や
、
日
英
水
力
電

気
の
設
立
準
備
の
順
調
な
進
展
を
伝
え

た
こ
の
時
期
の

「
東
洋
経
済
新
報
」
の

一
連
の
報
道
σ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際

の
交
渉
は
き
わ
め
て
難
航
し
た
。

〇
九
年
九
月

=
二
日
の
第

一
回
交
渉
委
員
会
◎
に
は
、
正
規
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
日
本
側
交
渉
委
員
に
加
え
て
、
ス
ト
レ
ー
シ
ー
と
ミ
チ

ェ
ル
も
出
席
し
た
。
ミ

チ

ェ
ル
は
、
来
日
以
降
の

一
連
の
実
地
調
査
を
ふ
ま
え
て
報
告
を
行
な
い
、
そ
の

中
で
日
英
水
力
電
気
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

「
結
局
失
望
せ
り
と
云
う
も
過
言

に
あ
ら
ざ
る
べ
し
⑯
」
と
の
衝
撃
的
な
見
解
を
表
明
し
た
仰
。
そ
の
理
由
は
・
①

「
貴
国

(
日
本
…
引
用
者
)
に
於
て
は
石
炭
頗
る
低
廉
に
し
て
今
日
迄
余
等
の
接

的

手
せ
し
報
告
よ
り
は
約
四
割
低
廉
に
動
力
を
発
生
し
得
σ
」
る
の
で
あ
り
、

「
石

炭
を
以
て
動
力
を
低
廉
に
発
生
し
能
う
以
上
は
、
水
力
事
業
の
前
途
必
ず
し
も
有

望
と
云
う
を
得
ず
σ
」
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
。
②
日
英
水
力
電
気
の
設

日本 側 交渉 委員 とスパ ー リン グ商 会代 表 との交 渉 経過

(1909年8月 ～11月)

第4表

交 渉 経 過月 日

・ス トレ ーシ ー と ミチ ェル来 日。

・第1回 交 渉 委員 会 開催 。 ス トレ ーシ ー と ミチ ェル も出 席。

・井上 邸 で、 井上 、 桂、 園 田 、副 島、 朝 吹、 ス トレー シ㌦

ミチ ェル ら懇 談。

・ス トレ ーシ ー と ミチ ェル 、連名 で 日本側 交 渉委 員 に書 簡提 出 。

・第2回 交 渉 委員 会 開催 。

・第3回 交 渉 委員 会 開催 。

・終 了 後、 帝 国 ホ テルで 朝吹 、副 島 、樺 山 とス トレー シー、

ミチ ェルが 会談 。

・第4回 交 渉 委員 会 開催 。

・井 上 、 園 田、近 藤 が善後 策 を協 議 。

・第5回 交 渉 委員 会 開催 。

・この頃 、 ス トレー シー帰 国 の ため 離 日。

・第6回 交 渉委 員会 開 催 ρ

・この 頃、 近 藤 と ミチ ェルが2度 会 談。

・会 談後 、 ミチ ェル帰 国 のた め離 日。

・第7回 交 渉 委員会 開 催。

8.23

9.13

10.1

10.9

10.12

10.14

10.18

10.20

10.21

10.

10.28

11.

11.30

(出 典)『 日英水力電気株式会社記録』、 「水電実査の報告、内山田邸の
会合」(『 中外商業新報』1909年10月2日 付)

 

立
が
予
定
よ
り
遅
延
し
た
た
め
、
〇
八
年
に
締
結
し
た
東
京
鉄
道
に
対
す
る
電
力

供
給
契
約

の
有
効
性
に
疑
問
が
生
じ
、

「
東
鉄
の
契
約
す
ら
も
未
だ
必
ず
し
も
我

が
掌
中
に
帰
し
た
る
も
の
と
も
云
う
べ
か
ら
ず
⑳
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
こ
と
。

③
大
井
川
の
水
力
利
用
に
関
す
る
静
岡
県
お
よ
び
内
務
省
の
許
可
に
は
、
種
々
の

厳
格
な
付
帯
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

「之
を
英
国
資
本
家
に
示
せ
ば
彼
ら
を

し
て
非
常
な
る
恐
怖
心
を
起
さ
し
む
る
に
至
る
侶
、」
こ
と
。
④

「
大
需
用
は

一
馬

卜略



力
に
付
僅
少
な
る
価
を
払
い
且
満
期
の
后
急
に
動
力
使
用
を
拒
絶
す
る
と
き
は
会

社
は
其
販
路
に
苦
し
む
の
憂
あ
り
。
小
需
用
者
は
高
価
な
る
料
金
を
支
払
い
且

つ

遽
か
に
動
力
使
用
を
拒
絶
す
る
も
会
社
の
収
支
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
観
」

と
い
う
状
況
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
英
水
力
電
気
は
東
京
市
と
そ
の
近
辺

で
五
〇
馬
力
以
上

の
大
口
電
力
の
供
給
権
を
有
し
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、

「貴
会

社

(
日
英
水
力
電
気
…
引
用
者
)
の
方
針

は
動
力
の
大
需
用
者
の
み
を
目
的
に
せ

ら
る
～
様
な
れ
ど
も
是
大
な
る
誤
り
な
り
鶴
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。
の

四
点
で
あ

っ
た
。
ミ
チ

エ
ル
の
報
告
に
対
し
て
日
本
側
交
渉
委
員
は
、
石
炭
価
格

の
上
昇
傾
向
な
ど
を
指
摘
し
て
激
し
く
反
論
し
た
。
し
か
し
、
議
論
は
平
行
線
を

た
ど
り
、
結
局
第

一
回
交
渉
委
員
会
は
、
他
日
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
が
要
求

事
項
を
ま
と
め
て
文
書
で
提
出
す
る
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
散
会
し
た
。

第

一
回
交
渉
委
員
会
の
三
日
後
の
九
月

一
六
日
に
、
鬼
怒
川
水
力
電
気
と
東
京

鉄
道
は
・
二
万
馬
力
の
電
力
売
買
契
約
を
締
結
し
た
餌
。
そ
の
結
果
、
日
英
水
力

電
気
の
東
京
鉄
道
に
対
す
る
電
力
供
給
契
約
は
、
事
実
上
効
力
を
失

っ
た
。
こ
う

し
た
新
事
態
を
反
映
し
て
、
ス
ト
レ
ー
シ
ー
と
ミ
チ

ェ
ル
が
連
名
で
日
本
側
交
渉

委
員
に
提
出
し
た

一
〇
月
九
日
付
の
要
求
事
項
を
ま
と
め
た
書
簡
飾
で
は
、
日
英

水
力
電
気
の
事
業
計
画
の
問
題
点
が

一
段

と
厳
し
い
調
子
で
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ

で
は
、

「
生
等
が
東
京

の
送
電
距
離
に
於

て
予
測
せ
る
結
果
に
依
れ
ば
他
に

一
又

は
多
く
の
水
力
あ
る
を
相
感
ぜ
し
め
申
候
鶴
」
と
述
べ
ら
れ
、
前
記
の
四
点
に
加

え
て
、
有
力
な
競
争
会
社
の
存
在
が
新
た
に
問
題
と
さ
れ
た
。

ス
ト
レ
ー
シ
ー
と

ミ
チ

ェ
ル
は
、
書
簡
の
中
で
、
①
水
力
利
用
許
可
の
付
帯
条
件
の
大
幅
な
緩
和
、

②
東
京
と
そ
の
周
辺
で
の
電
灯
供
給
権

・
小
口
電
力
供
給
権
の
獲
得
、
③
競
争
会

社
の
所
有
す
る
水
利
権
の
買
収
、
な
ど
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
④
電
灯
供
給
権
.

小
口
電
力
供
給
権
の
獲
得
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
日
本
側
発
起
人
が
受
け
取
る

報
酬
を
三
分

の

一
減
額
す
る
こ
と
。
⑤
会
社
設
立
後
五
年
間
は
、
競
争
会
社
所
有

の
水
利
権

の
買
収
費
用
を
日
本
側
発
起
人
が
負
担
す
る
こ
と
。
⑥
日
本
側
発
起
人

が
報
酬
と
し
て
受
け
取
る
親
会
社
の
払
込
済
み
株
式
に
つ
い
て
は
、
株
価
を
維
持

す
る
た
め
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
が

一
定
の
期
間
保
管
す
る
こ
と
。
な
ど
も
要
求

事
項
に
加
え
た
。

ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
の

一
連
の
要
求
は
、
日
本
側
交
渉
委
員

の
激
し
い
反

発
を
招
い
た
。

一
〇
月
九
日
付
の
書
簡
を
受
け
て
開
か
れ
た

=

一日
の
第

二
回
交

渉
委
員
会
釦
と

一
四
日
の
第
三
回
交
渉
委
員
会
悌
で
は
、
要
求
事
項

の
①
～
③
の

実
現
困
難
性
と
④
～
⑥
の
屈
辱
性
が
、
多
く
の
交
渉
委
員
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
。

例
え
ば
朝
吹
は
、

「如
此
屈
辱
的
の
条
件
を
彼
等
が
出
す
場
合
に
は
書
面
を
認
め

ざ
る
に
先

っ
て
断
じ
て
排
斥
す
べ
し
鵬
」
と
述
べ
、

「
彼
等
が
全
然
心
を
入
れ
換

え
ざ
る
以
上
は
事
業
を
中
止
す
る
方
得
策
な
り
⑨
」
と
断
じ
た
。
第
三
回
交
渉
委

員
会
の
終
了
後
朝
吹

・
副
島

・
樺
山
の
三
名
は
、
投
宿
中
の
帝
国
ホ
テ
ル
に
ス
ト

レ
ー
シ
ー
と
ミ
チ

ェ
ル
を
訪
ね
、
書
簡
に
対
す
る
日
本
側
交
渉
委
員
の
拒
絶
回
答

を
伝
え
た
Φ
。

こ
う
し
て
交
渉
は
決
裂
状
態
に
陥
り
、

一
八
日
の
第
四
回
交
渉
委

員
会
紐
で
は
、
交
渉
委
員
の
総
辞
職
と
元
老
の
井
上
を
交
え
た
善
後
策
の
協
議
の

二
点
が
、
確
認
さ
れ
た
。

井
上
は
、

一
〇
月

一
日
に
は
自
邸
に
桂
首
相
、
日
本
側
交
渉
委
員
、
ス
パ
ー
リ

ン
グ
商
会
代
表
を
招
い
て
懇
談
会
を
開
く
⑲
な
ど
、
交
渉

の
成
功
の
た
め
に
側
面

か
ら
援
助
を
続
け
て
い
た
。
二
〇
日
に
園
田
と
近
藤
か
ら
交
渉
決
裂
の
報
告
を
受

け
た
井
上
は
、
あ
く
ま
で
交
渉
を
継
続
す
る
こ
と
を
求
め
て
、
具
体
的
な
指
示
を

行

っ
た

。
指

示

の
内

容
は
全
交
渉
委
員
の
留
任
と
今
後

の
交
渉
の
近
藤

へ
の

一

任
の
二
点
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
翌
二

一
日
の
第
五
回
交
渉
委
員
会
継

で
、
い
ず
れ
も
確
認
さ
れ
た
。

近
藤
は
・

一
〇
月
二
八
日
の
第
六
回
交
渉
委
員
会
飼
で
・
他
の
交
渉
委
員
は
今

後
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
と
直
接
接
触
し
な
い
と
い
う
了
解
を
取
り
つ
け
た
の

ち
、
二
度
に
わ
た

っ
て
ミ
チ

ェ
ル
と
会
談
し
た

(
ス
ト
レ
ー
シ
ー
は
す
で
に
帰
国

し
て
い
た
)。
こ
の
会
談
は
、
双
方
の
誤
解
と
感
情
面
で
の
し
こ
り
を
取
り
除
く
点

で
は
効
果
的
で
あ

っ
た
が
、
交
渉

の
具
体
的
な
進
展
に
は
寄
与
し
な
か

っ
た
。
こ

(
マ
マ
)

こ
で
も

ミ

チ

ェ
ル

は
、

「
不
幸

に

し

て
鬼

怒

川

、
吾

妻

川

に
及

ぶ
も

の

な

し

と

錐

一「
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ふ
。
仕
掛
に
於

て
は
桂
川
最
も
成
効
の
見
込
あ
り
窃
」
と
述
べ
、
競
争
会
社
の
脅

威
を
強
調
し
た
。
結
局
ミ
チ
ェ
ル
は
、
将
来
に
お
い
て

「
再
び
交
渉
を
開
始
せ
ん

こ
と
を
希
望
す
ρ

と
し
な
が
ら
も
、
交
渉
を
打
ち
切
り
帰
国
す
る
意
向
を
表
明
し

た
。
こ
う
し
て
神
戸

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
第
二
の
新
提
案
と
し
て
持
ち
出
し
た
、
ス

パ
ー
リ
ン
グ
商
会
の
協
力
を
得
て
英
国

で
大
規
模
な
親
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う

案
は
、
実
現
の
見
通
し
が
立
た
な
い
ま
ま
棚
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
近
藤

は
、

一
一
月
三
〇
日
の
第
七
回
交
渉
委
員
会
鶴
の
席
上
、

「
委
員
諸
氏
に
満
足
を

与
ふ
べ
き
結
果
を
得
ざ
り
し
は
汗
顔
の
至
り
な
り
㈹
」
と
釈
明
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

第
七
回
交
渉
委
員
会
で
は
、

「
兎
に
角
向
う

一
年
位
権
利
を
留
持
す
る
の
目
的

を
以
て
会
社
の
看
板
だ
け
掛
け
置
く
事

㈲
日」
が
今
後
の
方
針
と
し
て
確
認
さ
れ
・

D

「事
務
所
は
六
ヶ
月
間
借
り
置
き
不
要

の
室
は
又
貸
を
為
す
事
⑳
」
、

「
使
用
人

は
出
来
得
る
限
り
減
員
す
る
事
⑳
」
、

コ

万
二
千
円
を
以
て

一
ケ
年
を
支
ゆ
る

事
Oo
」
等
の
当
面
の
具
体
的
対
策
が
決
議
さ
れ
た
。
〇
九
年

一
二
月
二
〇
日
に
開

か
れ
た
日
英
水
力
電
気
の
発
起
人
総
会

Oo
は
、
第
七
回
交
渉
委
員
会
の
決
議
を
承

認
し
、
新
た
に
創
立
委
員
を
選
出
し
た
。
選
出
さ
れ
た
創
立
委
員
は
、
園
田

・
副

島

・
樺
山

・
朝
吹

・
大
田
黒

・
久
野

・
中
村

・
田
中

・
毛
利

(
五
郎
)

・
大
谷
の

一
〇
名
で
あ

っ
た
。

五
、
鬼
怒
川
水
力
電
気
と
の
合
同
案

日
本
側
交
渉
委
員
と
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
と
の
直
接
交
渉
が
失
敗
に
終
わ

っ
た
た
め
、
日
英
共
同
出
資
に
よ
る
水
力
電
気
会
社
設
立
の
構
想
は
ま
た
も
暗
礁

に
乗
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
〇
九
年
末

か
ら

一
〇
年
前
半
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、

日
英
双
方
の
発
起
人
は
会
社
設
立
の
努
力
を
継
続
し
た
。
日
本
側
発
起
人
は
、
ス

パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
が
示
し
た
要
求
事
項
の
い
く
つ
か
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
交
渉
再
開
の
糸
口
を
つ
か
も
う
と

し
た
。
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
日
本

側
発
起
人
と
連
絡
を
と
り

つ
つ
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
と
の

折
衝
を
続
け
た
Oo

交
渉
が
失
敗
に
終
わ

っ
た
の
ち
、
日
本
側
発
起
人
の
間
で
は
、
あ
く
ま
で
日
英

共
同
出
資
を
め
ざ
す
の
な
ら
ば
、

ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
が
示
し
た
要
求
事
項

の
い
く

つ
か
を
実
現
し
て
交
渉
再
開
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
の
意
見
が
徐

々
に
高
ま

っ
た
。
こ
う
し
た
意
見
は
、
〇
九
年

一
〇
月
九
日
付
の
書
簡
に
書
か
れ

た

一
連
の
要
求
の
う
ち
屈
辱
的
な
条
項

(
前
記
の
④
～
⑥
)
は
容
認
で
き
な
い
が
、

水
力
利
用
許
可
の
付
帯
条
件
の
緩
和

・
東
京
と
そ
の
周
辺
で
の
電
灯
供
給
権
等
の

獲
得

・
競
争
会
社
所
有
の
水
利
権
の
買
収

(
前
記
の
①
～
③
)
等
の
条
項
は

「
尤

の

な
る
要
求
⑳
」
と
見
な
し
う
る
、
と
の
新
た
な
評
価
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
例
え

ば
、
第
三
回
交
渉
委
員
会
で
激
し
く

一
〇
月
九
日
付
の
書
簡
を
非
難
し
た
朝
吹
は
、

交
渉
失
敗
後
の
第
七
回
交
渉
委
員
会
で
は
、
競
争
会
社
所
有
の
水
利
権
買
収
の
要

求
に
つ
い
て
、

「今
退
て
考
る
時
は
、
或
点
に
於

て
は
又
尤
な
る
要
求
な
り
し
。

何
と
な
れ
ば
彼
等
が
水
力
事
業
を
起
し
之
を
東
京
に
遠
送
す
る
に
方

っ
て
最
も
恐

る
～
処
は
同
業
者
の
競
争
に
あ
り
。
故
に
競
争
の
虞
を
根
絶
す
る
為
に
は
勢
ひ
彼

の
如
き
要
求
を
為
さ
ざ
る
可
ら
ず
。
事
業
家
と
し
て
尤
の
事
に
し
て
地
位
を
代

へ

◎

て
余
が
ミ
チ

エ
ル
氏
な
り
し
な
ら
ば
必
ず
同

一
の
要
求
を
為
し
た
る
べ
し
◎o
」
と

述
べ
る
に
い
た
っ
た
。

日
本
側
発
起
人
は
、
〇
九
年
末
か
ら

一
〇
年
前
半
に
か
け
て
、
前
記
の
①
～
③

の
要
求
事
項
を
実
現
す
る
た
め
に
行
動
し
た
。
ま
ず
、
水
力
利
用
許
可
の
付
帯
条

件
の
緩
和
に

つ
い
て
は
、
静
岡
県
知
事
と
折
衝
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、

一
〇
年

四
月
四
日
の
創
立
委
員
会
Oo
で
の
副
島
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

「
静
岡
県
知
事
も
非

常
な
る
同
情
と
破
格
の
取
扱
を
以
て
当
方
の
要
求
を
全
部
承
諾
す
る
こ
と
に
決
定

Φ

せ
ら
れ
た
り
Oo
」
と
の
成
果
を
得
た
。
次
に
、
東
京
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
の
電
灯

供
給
権
等

の
獲
得
に
つ
い
て
は
、
逓
信
省
電
気
局
に
対
し
て
陳
情
を
行

っ
た
。

こ
こ
で
も
、
同
じ
副
島
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

「
電
燈
権

の
出
願
に
対
し
て
は
電
気

局
の
意
見
に
依
れ
ば
今
日
東
京
に
三
個
の
電
燈
会
社
を
置
く
の
必
要
な
し
Oo
。
然

匹ゐ



れ
ど
も
他
日
其
必
要
を
認
む
る
時
に
於

て
は
第

一
に
先
づ
我
々
の
願
書
を
詮
議
に

及
ぶ
べ
き
旨
申
さ
れ
た
り
Oo
」
と
の
部
分

的
成
果
を
得
た
。
残
さ
れ
た
要
求
事
項

は
競
争
会
社
所
有
の
水
利
権
の
買
収
で
あ

っ
た
が
、
日
本
側
発
起
人
は
、
こ
の
点

で
具
体
的
成
果
を
得
る
こ
と
が
交
渉
再
開

の
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
側
交
渉
委
員
と
の
交
渉
の
際
に
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ

商
会
代
表
が
、
日
英
水
力
電
気
の
計
画

の
問
題
点
と
し
て
と
く
に
強
調
し
た
の
は
、

競
争
会
社
の
脅
威
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四
月
四
日
の
創
立
委
員
会
は
、
競
争
会

社
の
脅
威
を
取
り
除
く
た
め
の
具
体
策

と
し
て
、
鬼
怒
川
水
力
電
気
と
の
合
同
に

力
を
注
ぐ
こ
と
を
確
認
し
た
。

日
英
水
力
電
気
の
創
立
委
員
会
が
合
同
対
象
と
し
て
鬼
怒
川
水
力
電
気
を
選
択

し
た
理
由
は
、
①
東
京
鉄
道
と
の
間
に
電
力
売
買
契
約
を
締
結
す
る
な
ど
、
鬼
怒

川
水
力
電
気
が
最
大
の
競
争
会
社
で
あ

っ
た
こ
と
。
②
日
英
水
力
電
気
の
創
立
委

員
の
大
田
黒
と
久
野
、
お
よ
び
も
と
日
英
共
同

(株
)
の
創
立
委
員
の
白
杉
が
鬼

怒
川
下
流
の
水
利
権
の
所
有
者
で
あ

っ
た
こ
と
。

の
二
点
で
あ

っ
た
。
鬼
怒
川
上

流
の
水
利
権
を
有
す
る
鬼
怒
川
水
力
電
気

は
、
会
社
設
立
の
準
備
を
着
々
と
進
め

て
い
た
が
、
発
電
力
の
増
強
と
発
電

コ
ス
ト
の
低
減

の
た
め
に
下
流
の
水
利
権
の

9

合
併
を
強
く
希
望
し
て
い
た
Oo
。
そ
の
た
め
鬼
怒
川
水
力
電
気
代
表
の
利
光
鶴
松

は
さ
か
ん
に
大
田
黒
に
会
談
を
申
し
入
れ

て
い
た
が
、
そ
の
会
談
を
利
用
し
て

一

気
に
日
英
水
力
電
気
と
鬼
怒
川
水
力
電
気

と
の
合
同
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

日
英
水
力
電
気
の
創
立
委
員
会
の
ね
ら

い
で
あ

っ
た
。

一
〇
年
七
月
に
大
田
黒
と
利
光
は
、
数
回
に
わ
た

っ
て
会
談
し
た
。
席
上
大
田

黒
は
、
鬼
怒
川
上
流

・
下
流
の
水
利
権
合
併
の
前
提
条
件
と
し
て
、
鬼
怒
川
水
力

電
気
が
日
英
水
力
電
気
と
の
合
同
に
応
ず

る
よ
う
主
張
し
た
。
日
英
水
力
電
気
側

が
持
ち
出
し
た
両
社
合
同
の
条
件
は
、

「
一
合
同
の
上
は
日
英
水
電
を
第

一
順
位

に
起
工
す
る
こ
と
、
二
此
点
に
争
議
あ
れ
ば
合
同
会
社
に
関
係
な
き
専
門
家
に
依

る
調
査
委
員
会
を
設
け
、
其
決
定
に
依
り
起
工
の
順
位
を
決
す
べ
き
こ
と
、
三
鬼
(

怒
川
水
電
が
二
十
万
円
を
創
立
費
に
計
上
す
る
如
く
、
日
英
水
電
調
査
費
七
十
万

Φ

円
を
計
上
せ
ん
こ
と
①
」
の
三
点
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
利
光
は
、
こ
の
合

同
条
件
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
、
鬼
怒
川
上
流

・
下
流
の
水
利
権
合
併
を
先
行
さ

せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
大
田
黒
と
利
光
の
主
張
は
平
行
線
を
た
ど

っ
た
が
、
大

田
黒
側
に
は
鬼
怒
川
下
流
の
水
利
権
が

一
〇
年

一
一
月

で
期
限
切
れ
に
な
る
と
い

う
弱
み
が
あ

っ
た
。
期
限
内
に
水
力
電
気
会
社
を
設
立
し
な
け
れ
ば
水
利
権
は
取

り
消
さ
れ
る
が
、
鬼
怒
川
下
流
で
は
独
自
の
会
社
設
立
の
準
備
は
進
捗
し
て
い
な

か

っ
た
。
従

っ
て
、
大
田
黒
ら
が
引
き
続
き
水
利
権
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
早

期
に
上
流

の
鬼
怒
川
水
力
電
気
の
会
社
設
立
計
画
に
合
流
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
た
た
め
、
会
談
で
は
結
局
利
光
の
主
張
が
通
り
、
七

D

月

一
四
日
に
は
鬼
怒
川
上
流

・
下
流
の
水
利
権
の
合
併
契
約
が
調
印
さ
れ
た
01
。

こ
の
契
約
に
つ
い
て
大
田
黒
は
・
七
月
二
一
日
の
日
英
水
力
電
気
の
創
立
委
員
会
鯉

で
、
「先
以
て
鬼
怒
川
上
下
の
合
同
を
為
せ
し
と
錐
も
其
精
神
に
於
て
は
大
合
同
の

の

下
に
之
を
合
併
せ
る
次
第
な
り
①
」
と
釈
明
し
た
が
、
こ
れ
は
言
わ
ば
言

い
逃
れ

の

に
過
ぎ
な
か

っ
た
①
。
下
流
水
利
権
の
合
併
と
い
う
所
期
の
目
的
を
達
し
た
鬼
怒

川
水
力
電
気
は
、
七
月
二

一
日
に

(創
立
委
員
会
の
終
了
後
)
日
英
水
力
電
気
と

句

の
合
同
を
最
終
的
に
拒
絶
し
た
01
。

こ
の
よ
う
に
競
争
会
社
の
脅
威
の
除
去
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
鬼
怒
川
水
力
電

気
と
の
合
同
交
渉
は
、
最
大
の
競
争
会
社
で
あ
る
鬼
怒
川
水
力
電
気
の
水
利
権
を①

拡
張
す
る
と
い
う
正
反
対
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
、
失
敗
に
終
わ

っ
た
①
。

日
本
側
発
起
人
は
、
競
争
会
社
の
脅
威
を
取
り
除
く
展
望
が
失
わ
れ
た
以
上
、
スの

パ
ー
リ
ン
グ
商
会
が
交
渉
再
開
に
応
ず
る
可
能
性
は
な
く
な

っ
た
と
判
断
し
た
①
。

⑳

一
〇
年
七
月

二
八
日
の
創
立
委
員
会
①
は
、
鬼
怒
川
水
力
電
気
と
の
合
同
交
渉

の

失
敗
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
な
事
実
上

日
英
共
同
出
資
を

断
念
す
る
新
方
針
を
決
定
し
た
。



六
、
破
綻
と
事
後
処
理

一
〇
年
七
月
二
八
日
の
創
立
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
新
方
針
は
、
①
日
英
水
力

電
気
の
設
立
を
見
合
わ
せ
、
か
わ
り
に
資
本
金
七
五
万
円
の
日
英
共
同
(
株
)を
設

立
す
る
こ
と
。
②
日
英
水
力
電
気
は
、
静
岡
水
力
電
気
事
業
か
ら
日
英
共
同

(株
)

を
経
て
継
承
し
た
榛
原
郡
上
川
根
村
奥
泉
字
小
山
地
区
の
水
利
権
を
、
日
英
水
電

(株
)
に
譲
渡
す
る
こ
と
。
③
日
英
水
電

(株
)
は
、
小
山
地
区
に
出
力
三
千
馬

力
の
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
。
④

日
英
水
電

(
株
)
の
発
生
電
力
は
東
京

向
け
に
送
電
せ
ず
、
静
岡
県
内
で
販
売
す

る
こ
と
。
な
ど
を
主
要
な
内
容
と
し
て

い
た
。
こ
の
新
方
針
は
、
日
英
共
同
出
資

に
よ
る
大
規
模
水
力
電
気
会
社
設
立
の

見
通
し
が
断
た
れ
た
状
況
の
も
と
で
、
水
利
権
の

一
部
を
利
用
し
て
小
規
模
な
が

ら
も
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
英
水
力
電
気
の
発
起
人
が
所
有
す
る

の

水
利
権
全
体
を
長
期
的
に
保
全
す
る
こ
と
を
ね
ら

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
①
。
そ
の

た
め
に
は
早
期
に
新
会
社
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
り
、
新
会
社
の
資
本
規
模
は
日

本
側
の
単
独
出
資
が
可
能
な
小
さ
な
も
の
と
す
る
こ
と
、
小
さ
な
資
本
規
模
に
対

応
す
る
小
規
模
な
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
、
小
規
模
な
発
生
電
力
で
も
採

算
が
と
れ
る
よ
う
供
給
先
を
静
岡
県
内
と
す
る
こ
と
、
な
ど
が
求
め
ら
れ
た
。

日
本
側
発
起
人
は
、
新
方
針
の
内
容
を
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
伝
え
る
書
簡
の

中
で
、
日
英
水
電

(株
)
の
出
資
方
法
に

つ
い
て

「
倫
敦
側
が
希
望
せ
ら
る
〉
に

於
て
は
・
其
半
額
申
込
の
権
利
を
保
留
す
⑫
」
と
し
た
上
で
・

「若
し
希
望
せ
ざ

る
に
於
て
は
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
が
日
本
側
と
共
有
す
る
所
の
牛
の
頭

(小
山
地
区
の

D

俗
称
…
引
用
者
)
の
水
利
権
を
放
棄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
⑫
」
と
述
べ
た
。
前

段
の
引
用
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
新
方
針

の
決
定
後
も
日
英
共
同
出
資

の
可
能
性

は
、
形
の
上
で
は
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
鬼
怒
川
水
力
電
気
と

の
合
同
交
渉
が
失
敗
し
た
時
点
で
神
戸

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
日
本
か
ら
の
撤
退
を
決

意
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
日
英
水
電

(株
)
の
共
同
出
資

者
と
な
る
こ
と
は
も
は
や
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
日
本
側
発
起
人
は
、
書

簡
を
発
送
し
た
時
に
は
す
で
に
こ
の
こ
と
を
察
知
し
て
い
た
。
書
簡
の
中
の
前
段

の
引
用
部
分
は
い
わ
ば
形
式
的
な
打
診
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
書
簡
の
真

意
は
・

「
若
し
希
望
せ
ざ
る
に
於
て
は
」
以
下
の
後
段
の
引
用
部
分
に
あ

っ
た
吻
。

現
実
に
日
本
側
発
起
人
は
、
打
診
に
対
す
る
神
戸

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
回
答
を
待
た

ず
に
・
独
力
で
着
々
と
日
英
水
電

(株
)
の
設
立
準
備
を
進
め
た
伽
・
日
本
側
発

起
人
が
予
測
し
た
通
り
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、

一
〇
年
九
月
二

一
日
に
、
日
英

水
電

(株
)

へ
の
出
資
は
辞
退
す
る
こ
と
、
小
山
地
区
の
水
利
権
を
放
棄
す
る
こ

と
、
な
ど
を
内
容
と
す
る
回
答
を
行

っ
た
。

以
上

の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、

一
〇
年

一
一
月

一
四

日
に
解
散
し
た
。
〇
六
年
二
月
以
来
四
年
九
カ
月

に
わ
た
っ
て
実
現
が
め
ざ
さ
れ

て
き
た
、
日
英
共
同
出
資
に
よ
る
水
力
電
気
会
社
設
立
の
構
想
は
、
こ
こ
に
最
終

的
に
破
綻
し
た
。

日
英
水
電

(
株
)
は
・

=

年
二
月
に
正
式
に
設
立
さ
れ
た
似
・
設
立
時
資
本

金
は

一
二
〇
万
円

(
全
額
払
込
済
み
)
で
あ
り
価
、
当
初
の
予
定
よ
り
大
き
か

っ

た
。
日
英
水
電

(株
)
は
、
同
年
七
月
に
浜
松
電
灯
を
、

一
二
月
に
島
田
電
灯
を

そ
れ
ぞ
れ
買
収
し
、
浜
松
市

・
志
太
郡
島
田
町

・
榛
原
郡
金
谷
町
等
で
の
電
灯

.

電
力
供
給
獲

獲
得
し
た
寧

日
英
水
電

(株
)
の
小
山
水
力
発
電
所
は
三

年

に
完
成
し
吻
、
そ
の
出
力
は
当
初
の
予
定
よ
り
小
さ
い

一
四
〇
〇
キ

ロ
ワ
ッ
ト

(
一
九
〇
〇
馬
力
弱
)
で
あ

っ
た
伽
。
な
お
、
日
英
水
力
電
気
の
発
起
人
所
有
の

小
山
地
区
以
幌
の
水
利
権
、
お
よ
び
東
京
市
と
そ
の
近
辺
で
の
五
〇
馬
力
以
上
の

電
力
供
給
権
脚
は
・
長
期
に
わ
た

っ
て
保
全
さ
れ
、
最
終
的
に
は
二

一
年
七
月
に

早
川
電
力

へ
売
却
さ
れ
た
⑧
・

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
露
戦
後
期
に
日
英
共
同
出
資
に
よ
る
大
規
模
電
力
会
社
の
設
立

を
め
ざ
し
た
日
英
水
力
電
気
の
構
想
に
つ
い
て
、
〇
六
年
二
月
の
発
端
か
ら

一
〇

卜而



年

=

月
の
破
綻
に
い
た
る
経
緯
を
検
討
し
た
。
そ
の
経
緯
を
要
約
す
れ
ば
お
よ

そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

日
英
水
力
電
気
の
設
立
構
想
は
、

「
日
英
同
盟

の
経
済
版
」
の
意
味
を
も

つ
も

の
と
し
て
、
〇
六
年
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
調
査
の
結
果
開
発
地
点
を
大
井
川

筋
に
定
め
、
水
利
権
を
獲
得
し
た
上
で
、
〇
七
年
七
月
に
日
本
側
発
起
人
と
英
国

側
発
起
人
の
神
戸

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
正
式
契
約
を
締
結
し
た
。
同
年

一
〇
月
頃
に

は

「
英
国
商
習
慣
に
依
り
」
、
親
会
社

の
日
英
共
同

(株
)
と
子
会
社
の
日
英
水

力
電
気
の
二
社
を
日
本
で
設
立
す
る
と

い
う
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
当
初
は
両
社

と
も
日
英
折
半
出
資
が
め
ざ
さ
れ
、
〇
八
年
七

・
八
月
に
は
日
英
同
時
に
株
式
募

集
が
試
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ

っ
た
。
株
式
募
集
が
失
敗
に
終
わ

っ
た
直
接
の
原
因
は
、
日
本
の
場
合
に
は
金
融
逼
迫
に
遭
遇
し
た
こ
と
、
英
国
の

場
合
に
は
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
日
本

で
の
会
社
設
立
方
式
を
誤
解
し
た
こ
と
で

あ

っ
た
が
、
両
国
の
技
術
者
が
日
英
水
力
電
気
の
堰
堤
築
造
計
画
に
反
対
し
た
こ

と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
い
っ
た
ん
会
社
設
立
を
断
念
し
た
日
本
側
発
起
人

に
対
し
て
、
〇
九
年

二
月
に
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
興
銀
お
よ
び
在

ロ
ン
ド
ン

三
銀
行

(
パ
ー
ス
銀
行

・
香
港
上
海
銀
行

・
横
浜
正
金
銀
行

ロ
ン
ド
ン
支
店
)
の

協
力
を
得
て
日
英
水
力
電
気
の
株
式
の
大
半
を
英
国
で
発
行
す
る
と
い
う
新
提
案

を
行

っ
た
。
こ

の
新

提
案
を
受
け
て
日
本
で
は
桂
首
相
以
下
の
政
界
有
力
者
が

会
社
設
立
の
た
め
の
後
押
し
を
強
め
た
が
、
結
局
新
提
案
は
同
年
五
月
に
破
綻
し

た
。
破
綻
の
原
因
は
、
興
銀
が
単
独
で
日
英
水
力
電
気
の
株
式
の
発
行
銀
行
と
な

る
こ
と
を
拒
否
し
、
在

ロ
ン
ド
ン
三
銀
行
が
発
行
銀
行
に
加
わ
る
こ
と
を
拒
絶
し

た
こ
と
で
あ

っ
た
。
た
だ
ち
に
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
有
力
プ
ロ

ー
カ
ー
で
あ
る
ス
パ
!
リ
ン
グ
商
会
の
協
力
を
得
て
、
日
英
共
同

(株
)
の
か
わ

り
に
英
国

で
大
規
模
な
親
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う
第

二
の
新
提
案
を
行

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
第

二
の
新
提
案
も
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
と
日
本
側
発
起
人
代

表
と
の
直
接
交
渉
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
結
果
、同
年

一
一
月
に
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ

た
。
交
渉
の
席
上
ス
パ
ー
リ
ン
グ
商
会
代
表
が
指
摘
し
た
日
英
水
力
電
気
の
事
業

計
画
の
問
題
点
は
、
競
争
会
社
の
脅
威
が
大
き
い
こ
と
、
石
炭
価
格
が
低
廉
で
あ

る
こ
と
、
電
灯
供
給
権
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
、
水
力
利
用
許
可
の
付
帯
条
件

が
厳
格
す
ぎ
る
こ
と
、
な
ど
の
点
で
あ

っ
た
。
交
渉
失
敗
後
日
本
側
発
起
人
は
、

最
大
の
競
争
会
社
で
あ
る
鬼
怒
川
水
力
電
気
と
の
合
同
を
実
現
し
て
、
ス
パ
ー
リ

ン
グ
商
会
と
の
交
渉
再
開
に
道
を
開
こ
う
と
努
力
し
た
。
し
か
し
、

一
〇
年
七
月

に
鬼
怒
川
水
力
電
気
が
合
同
を
拒
絶
し
た
た
め
、
以
後
日
本
側
発
起
人
は
、
日
本

側
の
単
独
出
資
で
小
規
模
な
日
英
水
電

(株
)
を
設
立
す
る
こ
と
に
方
針
転
換
し

た
。
同
年

=

月
に
は
神
戸
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
解
散
し
、
こ
こ
に
、
四
年
九
カ
月

に
わ
た

っ
て
実
現
が
め
ざ
さ
れ
た
日
英
水
力
電
気

の
設
立
構
想
は
最
終
的
に
破
綻

し
た
。

以
上

の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
日
英
共
同
出
資
に
よ
る
大
規
模
水
力
電
気
会
社

の
設
立
構
想
は
、
実
現
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
冒
頭
で
も
ふ
れ

た
よ
う
に
、
日
露
戦
後
期
の
日
本
に
お
い
て
は
水
力
電
気
事
業
が
著
し
い
発
展
を

と
げ
た
03
。
そ
の
発
展
を
支
え
た
資
金
は
、
い
ず
れ
の
電
力
会
社
の
場
合
に
も
基

本
的
に
は
日
本
国
内
で
調
達
さ
れ
た
。
日
英
水
力
電
気
の
英
国
側
関
係
者
は
、
こ

の
時
期
の
日
本
の
水
力
電
気
事
業
に
つ
い
て
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
判
断
し
、
出
資

を
取
り
止
め
た
。
で
は
、
な
ぜ
、
日
本
国
内
で
の
大
規
模
な
資
金
調
達
が
可
能
で

あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
改
め
て

問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
㈹
・

注
藤
野
正
三
郎

『
日
本

の
景
気

循
環
」

(
頸
草

書
房
、

一
九
六
五
年

)
六
六

.

八
〇
頁
参
照
。

一
尺
日
〇

二
二
メ
ー
ト

ル
強

。
従

っ
て
、
三
〇
〇
尺

11
九
〇

メ
ー
ト

ル
強
。

本
稿

で
は
、
電

力
中
央
研

究
所
蔵

の

『
日
英
水
力
電
気

株
式
会
社

記
録
』

(
全
四

一
七
頁

、
以
下

で
は

.
記
録
』

と
略

記
す

る
)

を
基
礎
資
料

と
し

て
利

用
し
た
。

こ
れ
は
、
同
社

の
主
要
な
会
議

の
記
録
等

を
記
し
た
筆

写
資
料

で
あ

る
。
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荻
野
仲

三
郎

『
園
田
孝
吉
伝

」

(
一
九

二
六
年
)

二
六
三
～

二
六

四
頁
。
な

お
、
本
稿

で
は
、
引

用
を
行

う
際

に
旧
字
体

を
新
字
体

に
改

め
た
。

『
東

邦
電
力
史

』

(
一
九
六

二
年

)

一
八
八
頁
参
照
。

藤
崎

正
太
郎

「
翁
と

日
英
水
電

」

(
『
樺
山
愛

輔
翁
』
、
一
九
五
五
年
)

三
五
頁
。

前
掲

『
園

田
孝

吉
伝
』

二
六
四
頁
。

当
時
は
水
力
電

気
事
業

に
関

し

て
は
英
国

よ
り
米
国

の
方

が
先
進
国

で
あ

っ

た
た
め
、
英
国

側
発
起
人

は
米
国

人
水
利
技
師

を
派
遣

し
た
。

こ
の
点

に

つ
い

て
は
、
岸
清

一
「
日
英
水
電

と
英
人

(上

)」
(
「中

外
商
業

新
報
』

一
九

〇

八
年

一
〇
月
四

日
付

)
参
照
。

真
野
文

二

『
古
市
公
威

」

(
一
九

三
七
年
)

一
八

〇
～

一
八

一
頁
参

照
。

前
掲

『
古
市

公
威
』

一
八
〇
～

一
八

一
頁
。

「
大
井
川
水

電
許
可
」

(
「
東
洋
経
済

新
報
』

一
九

〇
七
年

二
月

五
日
号
)

三

一
頁
、

『
記
録
』

三
七
四
頁
参
照
。

「
日
英
水
電

創
立
協
議
」

(
『
東
洋
経

済
新
報
』

一
九
〇
八
年
六
月

二
五

日

号

)
三

一
頁
参

照
。

前
掲

「
日
英
水
電
創
立
協

議
」
三

一
頁
。

「
日
英
水

力
電
気
会
社

の
創
立
準
備

-」

(
「
東
京
経

済
雑
誌
』

一
九
〇
八
年

六
月

=
二
日
号
)
三

四
頁

。

「
日
英
水

力
電
気
会
社

の
創
立
」

(
『
竜
門
雑
誌

』

一
九
〇

八
年

八
月

二
五

日
号
)
三

八
頁

に
は
、
「
英
国

資
本
家

は
同

国

の
慣
例

に
よ
り
社
債

・
優

先
株

・

後

取
株

の
三
種

に
分
か

ち
募

集
せ
ん

と
の
希
望
な

り
し
も
、

日
本

の
法

律

に
依

れ
ば
種

々
差
支

あ

る
よ
り

、
客
年
十
月
英

国
資
本
家

ハ
イ

ン
氏
来
朝

の
際
、
氏

と
交
渉
を
遂

げ
終

に
日
英
共

同

・
日
英
水

力
電
気
両

会
社
を
組
織

し
、
…
…
…

(中

略
)
…

…
英
国
資
本
家

の
希
望

を
充

た
す
事

と
し
、
」

と
記
述

さ
れ

て
い

る
。
し
か

し
、

二
社
並
立

の
方
式
が
具
体

的

に
い
か
な
る
意
味

で

「
英

国
資
本

家

の
希
望
を
充

た
す
」
も

の
だ

っ
た

の
か
は
、
必
ず

し
も
明
確

で
な

い
。

『
記
録
』

三
七
〇
～

三
七
六
頁
参
照
。

な
お
、
認

可
し
た

の
は
、

「
会
社
名

変
更

願
」

に

つ
い
て
は
静

岡
県
知
事

と
山

梨
県
知
事

、

「
水
利
権

譲
渡

願
」

に

つ
い
て
は
静

岡
県
知
事

で
あ

っ
た
。

「
日
英
合

同

の
水
力
電

気
許
可
」

(
■
東
洋
経
済

新
報
』

一
九

〇
七
年

一
二

月

一
五
日
号
)
三

三
頁

。

一
馬
力

11
0

・
七
五
キ

ロ
ワ

ッ
ト
弱

。

前
掲

『
古
市

公
威
」

一
八
三
頁
参
照

。

『
記
録

」
三
八

五
～

三
八
六
頁
参
照

。

『
東
京
電

燈
株
式
会
社

開
業

五
十
年

史
」

(
一
九

三
六
年

)

=

五
頁
参
照
。

こ
の
プ

ラ

ン
の
詳
細

に

つ
い
て
は
、

前
掲

『
古
市

公
威
」

一
八

一
～

一
八

二

頁
参
照
。

「
鬼
怒
川
水

電
工
事
」

(
「
東
京
経
済

雑
誌
』

一
九

一
〇
年

六
月

=

日
号
)

三

一
頁
参
照
。

こ
の
種

の
協
議

会
は
〇

八
年

五
月

二
九
日
に
も
開

か
れ
た
。

そ
の
席

に
は
、

「
島
津

、
毛
利

二
公
、
井
上

、
松

方

二
候

、
副
島
伯

、
三
菱
、
三
井

各
代
表
者

、

英
国
人

ハ
ウ
ル
氏
、
其
他
富
豪

・
実
業

家
等
数
氏

」

(
前
掲

.
日
英
水

力
電
気
会

社

の
創

立
準
備

し
三
四
頁
)
が
出

席
し
た
。

『
渋

沢
栄

一
伝
記
資

料
第

一
三
巻
』

(
一
九
五
七
年

)
四
三
頁
参

照
。

前
掲

「
日
英
水

力
電
気
会
社

の
創
立
」

三
八
頁
参
照
。

前
掲

「
日
英
水

電
創
立
協
議

」
三

一
頁

、

こ

の
発
起
人
総

会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

一
五
～
三
六
頁
参

照
。

日
英
共
同

(株

)

で
は
園
田

・
副
島

・
樺
山

・
益

田

(
太
郎

)

.
岸

.
木
下

.

白
杉

・
小
林

・
セ
ー
ル
の
九
名

が
、
日
英
水
力
電

気

で
は
園

田
.
副
島

.
樺
山

.

渋
沢

・
朝

吹

・
大
倉

・
大
田
黒

・
久
野

・
中
村

・
田
中
常
徳

.
毛
利

(
五
郎

)
.

大

谷

・
セ
ー

ル

・
シ

ュ
ル
ツ

・
ハ
ウ

ル
ス
の

一
五
名
が

、
そ
れ
ぞ
れ
創
立

委
員

に
選
出

さ
れ
た
。

『
記
録
」

四
〇
頁
参
照
。

「
日
英
水
力

の
株
式
募

集
」

(
.
東
洋
経

済
新
報
』

一
九
〇

八
年

七
月

一
五

日
号
)
三

五
頁
、
前
掲

『
園
田
孝
吉
伝

」

二
六
四
頁
参

照
。

『
記
録

』

二
二
頁

、
前

掲

『
渋

沢
栄

一
伝
記
資
料
第

=
二
巻

』
五
三
頁

(渋

沢
あ

て
の

一
九
〇
九
年

五
月

一
九

日
付

の
園

田
の
書

簡
)
参

照
。

〇

八
年

七

・
八
月

の
英
国

で
の
株
式
募
集
計

画
が
中
止

さ
れ
た
経
緯

に

つ
い

て
は
、
岸

清

一

「
日
英
水
電

と
英
人
(
下
)
」

(
、
中
外
商
業

新
報
』
一
九
〇
八
年

一
〇
月
七
日
付

)
に
よ

っ
た
。
な
お
、

『
記
録
』
四
四

頁
も
参
照

。

一
61

一



こ
の
意
見
書

の
詳

細
に

つ
い
て
は
、
前
掲

『
古

市
公
威

」

一
八

二
～

一
八
五

頁
参
照
。

前
掲

『
古
市
公
威

」

一
八

二
頁

。

『
記

録
」
六
〇
～

六
三
頁
参
照

。

前
掲

『
古
市
公
威

」

一
八

二
頁
。

「
日
英
水
電
解
散

」

(
「
東
洋

経
済
新
報
』

一
九
〇
九
年

一
月

一
五
日
号
)

三

二
頁
参

照
。

日
英

水
力
電
気
常

務
員
副
島
市

松

「
日
英
水

力
電
気

の
真
相

」

(
『
東

洋
経

済
新
報

』

一
九

〇
九
年

二
月

一
五
日
号
)

二
六
～

二
七
頁
参
照

。

『
記

録
」
六

七
頁

。

こ
の
新
提
案

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
』
六

七
～

六
九
頁
、
前

掲

『
渋

沢
栄

一

伝
記
資

料
第

一
三
巻
」
五

一
頁

(
渋
沢
あ

て
の

一
九
〇
九
年

五
月

一
九

日
付

の

園

田
の
書
簡
)
参

照
。

『
記
録
」

六
八
～
六
九
頁

。

こ
の
発
起

人
総
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

六
四
～
七

二
頁
参

照
。

『
記
録

」
六
八
頁
。

『
記
録

」
六
七
頁
。

『
記
録

」
七
〇
頁
。

例

え
ば

、
〇
七
年

四
月

か
ら
〇

八
年

七
月
ま

で
駐
英
財
務

官
と
し

て

ロ
ン
ド

ン
に
滞
在

し

て
い
た
若
槻

礼
次
郎

は
、
日
英
共

同

(
株

)

・
日
英
水
力
電

気
両

社

の
英
国

で

の
株
式
募

集
が
〇
八
年

に
失
敗

し
た
原
因

に

つ
い
て
、

「
従

来
倫

敦

に
は

日
本

の
募
債
事
業

を
引
受
く

べ
き

一
流
資

本
家

の
団
体
あ

る
に
拘

は
ら

ず
、
会
社

側
代
表

者
は
之
れ
を

団
体

に
諮
ら
ず

他

の
方
面

に
交
渉
し

、
其

の
感

情
を
害

し
た

る
は
起
債
を
不
成
功

に
終
ら

し
め
た

る

一
因
な
り
」
と
述

べ
、

「
帰
朝

の
後
其

の
実
情
を
関
係

者
に
伝

へ
て
、
資
金
募

集

の
失
敗
を
告

げ
、

又

該
事
業

に
熱
心

尽
力
中
な

る
松

方
、
井
上
両

老
候

に
も

、
募
集
方
法

の
筋
違
ひ

な

る
を
以

て
不
成

功

に
終

る
恐
れ
あ

る
べ
き
を
報
告

し
」

て
い
た

(
引
用

は
い

ず

れ
も
前
掲

『
古
市
公
威
』

一
八
五
頁

)
。

こ
の
協
議
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
』

七
四
～

八
五
頁
、
前
掲

『
渋
沢
栄

一

伝

記
資
料
第

=
二
巻
」

五
六
～
六
〇
頁
参

照
。

『
記

録
』
七
六
頁
。

『
記

録
」
七

七
頁
。

『
記

録
」
八

五
頁
。

園

田
は
、
創
立

委
員
を
選
出

し
た
〇
八
年

六
月

二
七
日

の
日
英
水

力
電
気

の

発
起

人
総

会

で
、
創
立
委
員
長

に
選
任

さ
れ
た
。
な

お
、
園
田

は
、
同
じ

日
に

開

か
れ
た

日
英
共

同

(
株

)
の
発
起
人
総

会

で
も
創

立
委
員
長

に
選
任
さ

れ
た
。

こ
の
決
議

の
詳

細

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
』
八

〇
～
八
三
頁

、
前
掲

『
渋
沢

栄

一
伝
記
資
料
第

=
二
巻

」
五
八
～

五
九
頁
参
照
。

『
記
録
」

八

二
～

八
三
頁
。

日
本
最
初

の
本
格
的

な
水
力
発
電
所

で
あ

る
東

京
電
灯

の
駒

橋
発
電
所

が
全

面
的

に
竣

工
し
た

の
は
、
協

議
会

が
開

か
れ
た
〇

九
年

三
月

の
わ
ず
か
四

ヵ
月

前

の
〇

八
年

一

一
月

で
あ

っ
た
。

協
議
会

の
席
上

高
橋

は
、
興
銀

の
意
向

を
代
弁

し
て

「
興
業
銀

行
が
発
行
銀

行
と
な
り
横

浜
正
金
銀
行

、
香
上
銀
行

、
パ
ー

ス
銀
行

の
三
銀
行

が
単

に
興
業

(
マ
?

、

銀
行

の

エ
ー
ゼ

ン
ト

タ
ル
に
於

て
は
若

し
此
水
力
事
業

が
他

日
或

は
堰
堤
が
破

壊
す

る
か
又
は
水
路
を
破

壊
す

る
か
其
他

故
障
を
生

じ
た
る

と
き

は
英
国

の
株

主

に
対

し
て
徳
義
上

の
責

を
負
う

こ
と
に
な

る
べ
し
」

(
『
記

録
』
七
八
頁

)

と
発
言

し
、
興
銀
が
単

独
で
発
行
銀

行
と
な

る
こ
と
に
反
対

し
た
。

こ
の
会

見
に

つ
い
て
は
、
前
掲

『
渋
沢
栄

」
伝
記
資

料
第

=
二
巻
」
五
〇

～

五

一
頁

(渋

沢
あ

て
の

一
九
〇
九
年

五
月

一
九

日
付

の
園
田

の
書
簡

)
、

『
記

録
」
八
六
～

八
七
頁
参
照

。

『
記
録
』

八
六
～

八
七
頁
。

前
掲

『
渋

沢
栄

一
伝
記
資

料
第

=
二
巻
」
四
四
頁
参

照
。

こ
の
第

二
の
新
提
案

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

八
七
～
九
五
頁

、
前

掲

『
渋

沢
栄

一
伝
記
資
料
第

=
二
巻

』
五
四
～
五
五
頁

(
渋
沢

あ

て
の

一
九

〇
九
年

五

月

一
九
日
付
お
よ

び
二
九
日
付

の
園
田

の
書
簡

)
参
照
。

五
月

二

一
日

の
提
案

で
は
、
親
会
社

は
ま
ず

社
債
を
発

行
し
、

そ
の
後

株
式

を
発
行
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

九
四
頁

参

照
。

前
掲

『
渋

沢
栄

一
伝
記
資
料
第

=
二
巻
」

五
二
頁

(
渋

沢
あ

て
の

一
九
〇
九

一
62
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年

五
月

「
九

日
付

の
園
田

の
書
簡

)
。

前
掲

『
渋
沢
栄

一
伝
記
資

料
第

=
二
巻

」
五

二
頁

(渋

沢
あ

て
の

一
九
〇
九

年

五
月

「
九

日
付

の
園

田
の
書

簡
)
。

園
田
は
、

ス
パ
ー
リ

ン
グ
商
会

に

つ
い
て
、
パ
ー

ス
銀
行

・
横

浜
正
金
銀
行

ロ
ン
ド

ン
支
店

.
同
行
秘
書

の
独

自
調
査

の
三

ル
ー
ト
を
通

じ
て
調

査
し
た
。

こ
の
調

査
に

つ
い
て
は
、

『
記
録

」
八
八
～
八

九
頁
参
照
。

前
掲

『
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
第

=
二
巻

』
五
六
頁

(
渋
沢
あ

て
の

一
九
〇
九

年
五
月

二
九
日
付

の
園

田
の
書
簡
)
。

こ
の
協
議

会

に

つ
い
て
は
、

『
記

録
」
八
五
～

一
=
二
頁
参
照
。

『
記

録
」
九
九
頁
。

『
記

録
」

一
〇

八
～

一
〇
九
頁
。

『
記

録
」

一
〇
九
頁

。

「
日
英
水

電

の
経
過

」

(
「
東
洋

経
済
新
報
』

一
九
〇
九
年
七
月

一
五
日
号
)

三
四
頁
参

照
。

こ
の
創

立
委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

一
一
四
～

一
二
四
頁
参

照
。

『
記

録
」

二
四

一
頁
参
照
。

園

田
孝
吉

「
日
英
水
力
電
気
事
業

に
就

て
」

(
.
東
京
経
済

雑
誌

』
一
九
〇
九

年
八
月

一
四
日
号

)
一
〇
～

一
一
頁
参
照

。

「
日
英
水
電
認

可
」

(
『
東
洋

経
済
新
報
』

一
九
〇
九
年

九
月

二
五
日
号

)

三

三
頁

、

「
日
英

水
電
設
計
」

(
■
東
洋
経
済

新
報

』

一
九

〇
九
年

一
〇
月

五

日
号

)
四
〇
頁

、

「
日
英
水
電

の
好

望
」

(
■
東
洋

経
済
新
報

』

一
九
〇

九
年

一
一
月

一
五

日
号

)
三
四
頁
参

照
。

第

一
回
交
渉

委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記

録
」

一
二
四
～

一
五
〇
頁
参
照

。

『
記
録
』

=
二
一二
頁
。

報

告

の
中

で
ミ
チ

ェ
ル
は
、

「
余
等
世
界
各

地

に
於

て
水

力
事
業
を
起

し
た

る
を
以

て
既
往

の
経
験

に
基

き
論

ず
る
中

は
、
大
凡
水

力
事
業

に
は
何
等

か
の

特
殊

の
誘
引
物

、
例

へ
ば
土
木

工
事

が
非
常

に
低
廉
な

る
こ
と
送
電
線

の
甚

だ

短
か
き

こ
と
、
政
府

が
出
地

を
無
償
に

て
払
下

ぐ
る

こ
と
石
炭
が
粗
悪

に
し
て

非
常

に
高
価
な

る

こ
と
、

工
業

が
非

常

に
発
達

し

て
需
要
多

大
な
る
事
、

是
等

の
誘

引
物

の
中

一
二
は
必
ず
具

備
せ
る

こ
と

を
要
す
。
然

る
に
日
本

の
水

力
事

業

に
就

て
は
右

誘
引
物

の

一
例

も
発
見
す

る
事
能

は
ず

」

～

=
二
↓二
頁
)

と
決

め

つ
け

た
。

『
記

録
」

『
記
録
」

『
記
録
」

『
記
録
』

『
記
録
』

『
記
録
』

一
二

八

～

一
二
九

頁

。

=

二
二

頁

。

=

二
一二
頁

。

一
四

四

頁

。

一
四

七

頁

。

一
四

六

頁

。

(

『
記

録

』

一
三

二

「
鬼
怒
川

水
電

の
東
鉄

供
電
契
約
」

(
『
東
洋
経
済

新
報
』

}
九
〇
九
年

九

月

二
五
日
号

)
三
三

～
三
四
頁
参
照
。

こ
の
書
簡

に

つ
い
て
は
、

『
記

録
」

一
五
五
～

一
六
八
頁
参

照
。

『
記
録

」

一
六
二
頁

。

第

二
回
交

渉
委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

一
五
〇
～

一
五
五
頁
参
照
。

第

三
回
交

渉
委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

一
六
八
～

一
八
〇
頁
参
照
。

「
記

録
』

一
七
三
頁
。

『
記
録

」

一
七
九
頁

。

こ
の
会

見
に

つ
い
て
は
、

『
記

録
』

一
八

一
～

一
九
七
頁
参

照
。

第

四
回
交
渉
委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
」

一
九
七
～

一
九
九
頁
参

照
。

「
水
電
実
査

の
報

告
、
内
山

田
邸

の
会
合
」

(
『
中

外
商
業

新
報
』

一
九
〇
九

年

一
〇
月

二
日
付

)
参
照
。

第

五
回
交
渉
委

員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
』

一
九
九

～
二
〇
〇
頁
参

照
。

第

六
回
交
渉

委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録

」

二
〇
〇
～

二

一
二
頁
参

照
。

『
記
録
』

二

一
八
頁
。

『
記
録
」

二
二

二
頁
。

第

七
回
交
渉
委

員
会

に

つ
い

て
は
、

『
記

録
」

二

一
二
～

二
三
七
頁
参

照
。

『
記
録
」

二
二
五
頁
。

『
記
録
」

二
二
八
～

二
二
九
頁
。
朝
吹

の
発
言

の

一
部
。

『
記
録
」

二
一二
四
頁
。

こ
の
発
起
人

総
会

に

つ
い
て
は
、

『
記

録
」

二
三

七
～

二
五
〇
頁
参
照

。

同
時

に
神
戸

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

は
、

ス
パ
ー
リ

ン
グ
商
会

以
外

の
ブ

ロ
ー
カ
ー

一一



の
中

か
ら

新
た
な

パ
ー
ト

ナ
ー
を
捜

そ
う
と
し

た
が
、
成
功

し
な
か

っ
た
。

『
記
録
」

二

二
七
～

二

二
八
頁
。

こ
の
創
立

委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
』

二
五
〇
～

二
七
五
頁
参
照
。

『
記
録

」

二
五
五
頁

。

当
時
東
京

に
お

い
て
電
灯
供
給
権

を
有

レ

て
い
た

の
は
、
東
京

電
灯
と
東

京

鉄
道

の
二
社

で
あ

っ
た
。

「
記

録
」

二
五
六
頁

。

「
鬼
怒

川
水
電

の
設
計

変
更
」

(
「
東
洋
経

済
新
報
』
一
九

一
〇
年

九
月

二
五

日
号
)

三
三
頁

に
よ
れ
ば
、
鬼
怒

川
水
力
電
気

は
下
流

の
水

利
権
を
合
併

し
た

結
果

、
五
千

馬
力

の
発
電
力
増
強

と

一
三
%

の
発
電

コ
ス
ト
低
減

を
達
成

し
た
。

「
水

電
合
同

問
題
」
(
『東
京
経

済
雑
誌
』

一
九

一
〇
年

七
月
三
〇

日
号

)

二
九
頁

。

「
鬼

怒
川
水

利
権

の
合
併
」

(
『
東
洋
経

済
新
報
』

一
九

一
〇
年

七
月

二
五

日
号

)
三
三
頁
参

照
。

こ
の
創
立
委

員
会

に

つ
い
て
は
、

司
記

録
』

二
八
七
～
三
〇

二
頁
参

照
。

『
記
録
」

二
八
九
～

二
九
〇
頁
。

大
田
黒

は
、
結
果
的

に
は
、
鬼
怒
川
下
流

の
水
利
権

を
保
持
す

る
た
め
に
、

日
英
水
力
電
気

の
利
害

に
反
す

る
行
動

を
と

っ
た
と
言

う

こ
と
が

で
き
よ
う
。

鬼
怒
川
水

力
電
気

と
の
合

同
交
渉
が
失
敗

し

た
経
緯

に

つ
い
て
は
、
前
掲

「
水
電
合
同

問
題
」

二
九
～
三
〇
頁

、

『
記
録
」

三
〇
三
～
三

〇
五
頁

に
よ

っ

た
。鬼

怒
川
水

力
電
気

は
、

一
〇
年

一
〇
月

一
日
に
創

立
総
会
を
開
き

、

一
〇
月

四
日

に
会

社
設
立
登

記
を
完
了
し

た
。

日
本
側

発
起
人

は
、
鬼
怒
川
水
電

と
の
合
同

が
実
現
す
れ
ば

ス
パ
ー
リ

ン
グ

会

は
再
交
渉

に
応
ず

る
だ

ろ
う

と
考

え

て
い
た
。
例
え
ば

、

一
〇
年

四
月

四

日

の
創
立

委
員
会

で
、
副
島

は

「
合

同
さ
え
出

来
れ
ば
総

て
ミ
チ

エ
ル
の
希

望

通
り

に
為

る
を
以

て

ス
パ
ー
リ
ン
グ
も
再
び
大

い
に
進
ん

で
来

る

べ
し
」

(
『記

録
」

二
六
六
頁
)

と
述

べ
、
園

田
は

「
合
同

さ
え
す
れ
ば

ス
パ
ー
リ

ン
グ
商

会

の
曾

て
心
配

し
た
る
競
争
者

の
現
出
皆
無

と
な
る
を
以

て
彼

等
も
大

い
に
進

ん

で
来

る

べ
し
」

(
『
記
録
』

二
六
九
頁
)

と
述

べ
た
。

こ
の
創

立
委
員
会

に

つ
い
て
は
、

『
記
録
』

三
〇

二
～
三

〇
八
頁
参
照
。

日
本
側
発

起
人

は
、
新
方
針

の
内

容
を
神
戸

シ
ン

ジ
ケ

ー
ト
に
伝
え

る
書
簡

の
中

で
、

「
左
す
れ

ば
大
計
画

の
水

利
権

(
小
山

地
区
以
外

の
水

利
権
…
引

用

者
)

は
無
期

間

に
保
持

す
る

こ
と
を
得

べ
し
」

(
■
記
録
』

三
〇
八
頁
)

と
述

べ
た
。

『
記

録
」

三
〇

七
頁
。

『
記
録

』
三
〇

七
～

三
〇
八
頁
。

「
日
英
水

電

の
計
画

」

(
「
東
洋
経
済

新
報
』

一
九

一
〇
年

=

月
五

日
号

)

三

二
頁

に
は
、

「
日
英
水

電
会
社

に
て
は
愈
々
小
規
模

に

て
企
業

す
る
に
決
し

た
る
も
小
規
模

の
企
業

に
て
は
敢

て
日
英

共
同

の
大
資

本
を
要

せ
ざ
る

の
み
な

ら
ず
共
同
事
業

と
す

る
と
き
は
双
方

の
間

に
万
事
交
渉

の
上
決
定

す
る
面
倒
あ

れ
ば
と

て
小
規
模

企
業
地

に
対
し
外
人
側

の
権
利
放
棄

を
求
め

た
る
に
其
快
諾

を
得
た

る
」

と
記
述

さ
れ
て

い
る
。

日
本
側
発
起

人
は
、
神

戸

シ
ン
ジ
ケ

ー
ト
か
ら

の
回
答

が
届
く
以

前
に
、
小

山
水
力
発
電
所

の
工
事
予
算

書
を
作
成

し
、
静

岡
県
内

の
電
灯
会
社

と
の
交
渉

を
開
始
し
た
。

中

柄
正

一

『
日
露
戦
後
株

界
活

躍
史
」

(株

式
調
査
会

、

一
九

一
七
年

)
附

録
六
九
頁
参
照
。

前
掲

「
翁

と
日
英
水
電
」

三
六
頁
参
照
。

逓
信
省

電
気
局

『
第
八
回
電
気
事
業

要
覧
」

(
一
九

一
六
年

)
四

二
～
四
三

頁
参

照
。

電
気

学
会

・
日
本

電
気
協
会

『
発
展
初
期

の
電

力
技
術
』

(
一
九
六

〇
年

)

年
表

一
〇
頁
参
照
。

前
掲

『
発
展
初
期

の
電
力
技
術

」
三
四
頁
参

照
。

神

戸

シ
ン
ジ
ケ

ー
ト

の
解
散

以
後
、

こ
れ
ら

の
諸

権
利

の
所

有
者

は
日
本

側

発
起

人
だ
け

と
な

っ
た
。

前
掲

『
東
邦
電

力
史
』

一
八
八
頁
参
照
。

早
川
電
力

は
そ
の
後
群
馬
電

力
と

合
併

し
、

二
五
年

三
月

に
東
京
電

力
と
し

て
新
発
足
し

た
。

日
英
水
力
電
気

の

発
起

人
か
ら
継

承
し
た
諸
権
利

は
、
東
邦
電

力
の
子
会
社
東

京
電
力

の
東
京
進

出

の
大
き
な
武

器
と
な

っ
た
。

一}



日
露
戦
後

期
に

は
大
都
市

の
電
灯
会
社
も

、
火
力
発
電

か
ら
水
力
発

電

へ
発

方

式
を
転
換

し
た
。

そ
の
結

果

=

年

に
は
、
水
力
発
電

力
が
火
力
発

電
力

を
凌

駕
し
た
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
南
亮
進

『
長
期
経
済

統
計

12
鉄
道

と
電

力
」

(東

洋
経
済
新
報

社
、

一
九
六
五
年

)
二
〇
六
頁
参
照

。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
準
備
中

の
別
稿

「
日
本

に
お
け

る
電
力
業

の
勃
興

と

資

金
調
達

」

の
中

で
立

ち
入

っ
て
論
ず

る
予
定

で
あ
る
。

(
二
八
頁

よ
り
)

大
正
三
年
十
月
三
十
日

精
神
病
者
経
死

東
松
浦
郡
北
波
多
村
大
字
岸
山
芳
谷
炭
坑
川
×
×
吉

(
35
)
は
精
神
病
者
な
る

が
去
る
二
十
七
日
午
後
四
時
頃
監
置
室
内
天
井
張
り
の
僅
か
の
隙
間
よ
り
兵
児
帯

を
吊
し
総
死
を
遂
げ
た
り
と
。

大
正
三
年
十

一
月
二
十
日

試
掘
許
可

…
…
東
京
市
四
谷
区
愛
住
町
横
山
源
太
郎
外

一
人
の
西
松
浦
郡
大
川
村
地
内

(

石
炭

)
五
六
万
坪

の
試
掘
願
は
許
可
さ
れ
た
り
。

大
正
三
年
十

一
月
二
十
二
日

車
夫
の
卒
倒

東
松
浦
郡
相
知
村
牟
田
部
横
尾
嘉
助

(
62

)
は
去
る
十
九
日
午
前
十
時
頃
牟
田

部
よ
り
山
本
停
車
場
ま
で
客
を
乗
せ
人
力
車
を
馳
せ
た
る
が
老
体
の
こ
と
と
て
同

駅
に
着
し
た
る
が
暫
く
に
し
て
構
内
便
所
側
に
至
り
心
臓
麻
痺
の
た
め
に
卒
倒
し

仰
向
に
打
倒
れ
絶
命
せ
り
と
。

大
正
三
年
十

一
月

二
十
五
日

炭
車
に
圧
殺
さ
る

杵
島
郡
福
富
村
紀
伊
達
三

(
16
)
は
去
る
二
十

一
日
午
後

一
時
半
頃
杵
島
炭
坑

本
坑
口
を
距
る

一
一
〇
〇
間
位
の
ケ
所
に
於
て
炭
車
を
捲
上
げ
お
り
し
綱
が
突
然

切
断
し
た
る
為
め
急
速
に
墜
落
し
た
よ
り
避
難
す
る
暇
な
く
遂
に
圧
殺
さ
れ
し
と
。

大
正
三
年
十

一
月
三
十
日

山
東
の
炭
坑
引
受

九
州
砿
業
家
貝
島
健
次
郎
氏
天
津
唐
山
炭
坑
を
視
察
し
北
京
に
赴
き
た
る
が
、

其
筋
と
打
合
の
上
山
東
省
に
往
き
博
山
坊
子
其
他
の
炭
坑
を
視
察
し
青
島
に
入
る

由
な
り
、
氏
は
山
東

の
某
炭
坑
経
営
を
引
受
く
る
に
至
る
べ
し
と
伝
ふ
。

大
正
三
年
十

一
月
三
十
日

石
狩
ワ
炭
坑
爆
発

生
死
不
明
三
〇
〇
名

石
狩
炭
山
株
式
会
社
経
営
の
夕
張
ワ
カ
ナ
ベ
炭
坑
斜
坑
二
十
八
日
午
後
三
時
ガ

ス

爆
発
し
坑
口
を
密
閉
せ
り
、
坑
内
従
業
者
約
五
〇
〇
名
あ
り
、
生
死
尚
ほ
不
明
な

り
。
爆
発
を
な
せ
る
ワ
カ
ナ
ベ
炭
坑
は
登
川
の
鹿
谷
地
方
よ
り
約
三
里
、
夕
張
市

(九
八
頁
入
続
く
)

卜略


